データ通信 . 

ご使用になる前に . 

手順を確認する . 

パソコンの設定をする . 

FOMA PC 設定ソフトについて 

各種設定の方法 . 

設定した通信を実行する . 

通信設定最適化 . 

接続先 （ APN ) の設定 . 

ダイヤルアップネットワークの設定 
ダイヤルアップの設定を行う ....... 

A T コマノ r _ 見 . 


FOMA @ SO706i 

パソコン接続マニュアル 


パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA SO 706 i でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、付 
属の CD - ROM 内の 「 F 0 MA 通信設定ファイル 」 「FOMA PC 設定ソフト」のインス!ル方法などを 
説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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-夕通信 


IfOMA 端末か5利用できるデータ通信 

FOMA 端末とパソコンを接続して利用できるデータ通信は、データ転送 （ OBEX ™ 通信)、パ 
ケット通信と 64 K データ通信に分類されます。 


データ転送 （ OBEX ™ 通信） 

画像や音楽、電話帳、メール等のデータを、他の FOMA 端末やパソコン等との間で送受信します。 



バケツト通信 


送受信されたデータ量に応じて課金され、受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps の通信速度でデータを 
送受信します （ FOMA 八イスピードエリア外では送受信ともに最大 384 kbps となります）。少ないデータ 
量を高速でやりとりするのに適しています。 

• ドコモの PDArsigmarion 瓜」や 「 musea 」 でバケット通信をご利用の場合、送受信ともに最大 384 kbps 
となります。八イスピードエリア対応の高速通信には対応しておりません。 

FOMA ネットワークに接続された企業内 LAN にアクセスすることもできます。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 や 「 mopera 」 など、 FOMA パケット通信対応アクセ 
スポイントを利用します （「 mopera 」 のアクセスポイントをご利用の場合、通信速度は送受信ともに最大 
384 kbps までとなります）。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1/〇2 (別売）を使ってパソコンと接続したり、専用ケーブルで 
PDA と接続することにより通信を行います。 

※データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、通信料金が高額になりますのでご注意ください。 













64K データ通信 


データ量に関係なく、接続された時間に応じて課金されます。 

ドコモのインターネット接続サービス 「 moperaU 」 や 「 mopera 」 などの FOMA 64 K データ通信対応ア 
クセスポイント、または ISDN 同期 64 K アクセスポイントを利用します。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02を使ってパソコンと接続したり、専用ケーブルで PDA と接 
続することにより通信を行います。 

※長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりますのでご注意ください。 



接続ヶーブル01/02 


おしらせ 


•海外や F 0 MA サービスエリア外では、 バケツ ト通信は受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps となります。 
•海外でパケット通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってください （ PPP 接続ではパケット通信できません)。 
•海外で 64 K データ通信はご利用になれません。 
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利用にあたつての留意点 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダに対する利用料が必要 
となる場合があります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接インターネットサービスプロ 
バイダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービスプ□パ 
イダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 / 「 mopera 」 をご利用いただけます 。 「mopera U 」 
をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料）となります。 rmoperaj をご利用いただく場合は、お 
申し込み不要、月額使用料無料です。 


接続先（インターネットサービスプ□バイダなど）の設定について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なります。パケット通信を行うときはパケット通信対応の 
接続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご 
利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパスワード）が必要な場合があります。その場合は、通信ソ 
フト（ダイヤルアップネットワーク）で〇とパスワードを入力して接続してください。〇とパスワードは接 
続先のインターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳しい内 
容については、インターネットサービスプ□バイダまたは接続先のネットワーク管理者にお問い合わせくだ 
さい0 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


パソコンのブラウザで FirstPass 対応サイトを利用する時のアクセス認証では FirstPass (ユーザ証明書） 
が必要です。付属の CD - ROM から FirstPass PC ソフトをインストールし、設定を行ってください。詳し 
くは CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フオルダ内の 「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧くださ 
い 0 「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧になるには、 Adobe ® Reader ^ が必要です。お使いのパソ 
コンにインス I ルされていない場合は、同 CD - ROM 内の Adobe ® Reader ^ をインストールしてご覧く 
ださい。ご使用方法などの詳細につきましては 、 「Adobe Reader ヘルプ」を参照してください。 


バケツト通信および 64K データ通信の条件について 


FOMA 端末で通信を行うには、次の条件が必要です（日本国内で通信を行う場合です)。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）を利用できるパソコンであること。 

• F 0 MA サービスエリア内であること。 

• バケツト通信の場合は接続先が F 0 MA のバケツト通信に対応していること。 

• 64 K データ通信の場合は接続先が FOMA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K に対応していること。 
ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑していたり、電波状態が悪かったりする場合は通信でき 
ないことがあります。 
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ご使用になる前 I 


L 動作環境 

データ通信を利用するためのバソコンの動作環境は以下のとおりです。 


パソコン本体 

• PC-AT 互換機で CD-ROM ドライブが使用できる機器 

• US 巳ポート (Universal Serial Bus Specification Revl .1/2.0 準拠) 

• ディスプレイ解像度 800X600 ドット、 High Color (65,536 色）以上を推奨 


• Windows 2000 (日本語版） 

• Windows XP (日本語版） 

• Windows Vista (日本語版） 

必要メモリ 

• Windows 2000 : 64M バイト以上※ 2 

• Windows XP :1 28 M バイト以上※ 2 

• Windows Vista : 51 2M バイト以上※ 2 

八ードディスク容量 

• 5M パイト以上の空き容量※ 2 


※つ： 0S アップグレードからの動作は保証の対象外となります。 
※2 :パソコンのシステム構成によって異なることがあります。 


• メニューが動作する推奨環境は Microsoft Internet Explorer 6.0 以降です （Windows Vista の場合、推奨環境は 
Microsoft Internet Explorer 7.0 以降です)。 CD-ROM をセットしてもメニューが表示されない場合は次の手順で操作し 
てください。 

① 「スタート」—「マイコンピュータ」を開く 

Windows Vista の場合は「@」 — 「コンピュータ」を開く 

② CD-ROM アイコンを右クリックし、「開く」を選択する 

③ 「index.html」 をダブルクリックする 


CD - ROM をパソコンにセットすると、右のような警告画面が表示 
される場合があります。この警告は 、 Internet Explorer のセキュ 
リテイの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。 
「はい」をクリックしてください。 

※画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使いのパソ 
コンの環境により異なる場合があります。 



おしらせ 


• F 0 MA 端末をドコモの PDA 「 musea」、「sigmarion m 」 と接続してデータ通信を行うことができます。 
「 musea 」 と接続してデータ通信を行う場合はアップデートが必要です。アップデートの方法などの詳細につ 
いては、ドコモのホームページをご覧ください。 

• F 0 MA 端末は 、 Remote Wakeup には対応していません。 

• F 0 MA 端末は、 FAX 通信には対応していません。 


L 必要な機器 

FOMA 端末とパソコン以外に以下の八ードウェア、ソフトウェアを使います。 

•「 F 0 MA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/02」（別売）または 「FOMA US 巳接続ケーブル」（別売) 
•付属の CD - ROM「FOMA S 0706 i 用 CD - ROM 」 


おしらせ 


• USB ケーブルは専用の 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1/〇2」または 「FOMA USB 接続ケーブル」 
をお買い求めください。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が異なるため使用できません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 
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手順を確認する 


データ通信ではダイヤルアップ接続によって、 FOMA データ通信に対応したインターネット 
サービスプ□バイダや LAN に接続できます。 

■「FOMA S0706i 用 CD-ROM 」 について 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ )、 FOMA PC 設定ソフト 、 FirstPass PC ソフトが入ってい 

よ 9 〇 

• FOMA 通信設定ファイルとは、 FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1 
/02 (別売）で接続して、バケット通信、 64 K データ通信やデータ転送 （ OBEX TM 通信）を行 
うときに必要なソフトウェア（ドライバ）です。 FOMA 通信設定ファイルをインストールするこ 
とで、 Windows に各ドライバが組み込まれます。 

FOMA PC 設定ソフトを使うと、バケット通信、 64 K データ通信の設定やダイヤルアップ作成を 
簡単に行うことができます。 

定完了までの流れ 

■データ転送 （OBEXTM 通信）の場合 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 01 議 02 (別売）をご利用になる場合には、 FOMA 通 
信設定ファイルをインス I -ールしてください。 


FOMA 通信設定ファイルを 
ダウン□—ド、インス!ルする※ 


「FOMA S0706i 用 CD-ROM」 からインス!ルします。または、 

ドコモのホームページからダウン□—ドし、インスIルします。 

V _ ノ 



データ転送 


※：ドコモケータイ datalink もインスI -- ルしてくださし、。 
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■パケット通信/ 64K データ通信の場合 

< FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のダウン□—ド、インス!ル/パソコンとの接続~ 

• FOMA 通信設定ファイルを 「FOMA S 0706 i 用 CD - ROM 」 からインス!ルします。または、ドコモのホームページ 
からダウン□—ドし、インス!ルします。 - P .9 

• パソコンと RDMA 端末を RDMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1/02 (別売）で接続します。 — P .7、 9 



<FOMA PC 設定ソフトを使つ 
て接続先の設定をする場合> 



<FOMA PC 設定ソフトを 
使わない場合> 



FOMA PC 設定ソフトのインス I ル 


FOMA PC 設定ソフトを使えるようにします 。 「FOMA PC 設定ソフトを 
インス!ルする」 — P .14 




ノ 


<パケット通信 
をする場合> 



<64 K データ通信 
をする場合> 




r 設定する ^ 


r 設定する ^ 

C 設定する ヽ 

• mopera mopera ※— P .19 


• mopera U、mopera ※— P .22 

• FOMA PC 設定ソフトを使わずに 

^その他のプ□バイダ— P .20 


^その他のプ□バイダ— P .23 

1 通信の設定をします。 - P .29 J 




※： FOMA 端末とパソコンを接続してインターネットをするには、ブロードバンド接続等に対応した 「mopera U 」 （お申 
し込み必要）が便利です。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもございます。また、お申し込みが不要で今すぐ 
インターネットに接続できる 「 mopera 」 もご利用いただけます。 

詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 
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Lusb モード設定を r 通信モード」にする 

•パソコンに取り付ける前に設定してください。 

❶囡卜 「 SETTINGS 」 ► 「外部接続」 ► 「 USB モード設定」 ► 「通信モード」 

L 取り付け方法 

FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/02 (別売）の取り付け方法について説明します。 



Q FOMA 端末の外部接続端子の端子キヤップを開ける 

@ FOMA 端末の外部接続端子の向きを確認して、 FOMA 充電機能付 USB 接 
続ケーブル01/02の外部接続コネクタを水平に「カチッ J と音がするま 
で差し込む 

0 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02の USB コネクタを、パソ 
コンの USB 端子に接続する 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1/〇2を接続すると FOMA 端末に「|」が表示されます。 


おしらせ 


• RDMA 端末に表示される「 f 」は、 FOMA 通信設定ファイルのインス!ルを行い、パソコンとの接続が認識された 
ときに表示されます。 
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L 取り外し方法 


FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/02 (別売）の取り外し方法について説明します。 



〇 パソコンの USB 端子から FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 
を引き抜く 

0 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02の外部接続コネクタのリ 
リースポタンを押しながら、水平に引き抜く 

Q FOMA 端末の外部接続端子の端子キヤップを閉じる 



• FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル〇1/〇2の取り付け•取り外しを連続して行うと、 FOMA 端末がパソコ 
ンに正しく認識できなくなることがありますので間隔をおいて行ってください。 

• 通信の切断_誤動作 • データ消失の原因となるため、データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル ◦ 1 
/ 02の取り外しは行わないでください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1/02の外部接続コネクタを FOMA 端末の外部接続端子から引き抜 
くときは、コネクタのリリースボタンを押しながら引き抜いてください。無理に引っ張ろうとすると故障の原 
因となります。 
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パソコンの設定をする 


| j = OMA 通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 

• FOMA 通信設定ファイルのインス I ルを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユー 
ザアカウントで行って ください。 それ以外のアカウントでインストールを行うとエラーとなりま 
す。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問 
い合わせください。 

• FOMA 通信設定ファイルはドコモのホームページからダウン□—ドすることもできます。 


O Windows を起動して 「 F 0 MAS 0706 i 
用 CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 

右の画面が自動的に表示されます。 



© 「データリンクソフト • 各種設定ソフト」 

をクリックする 

© 「 FOMA 通信設定ファイル （ USB ドライバ）」の項目の「インストール」を 
クリックする 

〇 開いたフォルダの中から 「 FOMAinst . exe 」 をダブルクリックする 

お使いのパソコンの設定によっては 「 FOMAinst 」 と表示されることがあります。 

© ソフトウェア使用許諾契約書の内容を確認の上、契約内容に同意する場合は 
「同意する」をクリックする 

「同意しない」をクリックするとインストールは中止されます。 

© FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/ 
02 (別売）を FOMA 端末に接続する 

© FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージが表示されたら 、 FOMA 
充電機能付 USB 接続ケーブル01/02をパソコンの USB 端子に接続する 

ドライバのインストールが自動的にはじまります。 

ドライバのインス I -ール完了後、弓 I き続き FOMA バイトカウンタをインス I -ールすることができま 
す。 FOMA バイトカウンタをインストールする場合は「インス!-ールする（推奨)」をクリックしま 
す。インストールしない場合は「完了」をクリックします。 

引き続き、「インストールしたドライバを確認する」 （ P .10) に進みます。 
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L インストールしたドライバを確認する 

FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）が正しくインス!-ールされていることを確認します。 
ここでは Windows XP を例にして説明します。 


❶ 


「スタート」 — 「コントロールパネル」 

Windows Vista の場合 

「@」 — 「コント□ールパネル」を選択 


を選択 


Windows 2000 の場合 

「スタート」—「設定」 - ^「コントロールパネル」を選択 


パフオーマンスとメンテナンス」から「システム」アイコンをクリック 


Windows Vista の場合 

コント□ールパネル内の「システムとメンテナンス」を開く 

Windows 2000 の場合 

コント□ールパネル内の「システム」を開く 


❸ 


「八ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックする 

Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」を選択し、「続行」をクリックする 


Windows 2000 の場合 

「八ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックする 


〇 各デバイスをクリックしてインス 
卜ールされたドライバ名を確認す 
る 

「ユニバーサルシリアルバスコント□ーラ」また 
は 「USB (Universal Serial Bus ) コント□— 
ラ」、「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム」の下 
にすベてのドライバ名が表示されていることを 
確認します。 

ドライバ名を確認したら 、 「FOMA PC 設定ソ 
フトについて」 （ P _12) へ進みます。 





デバイス名 

ドライバ名 

ユニ) サルシリアルバスコント□—ラまたは 

USB (Universal Serial Bus ) コントローラ 

• FOMA S 0706 i 

ポート （ COM と LPT ) 

• FOMA S 0706 i Command Port 

• FOMA S 0706 i OBEX Port 

モデム 

• FOMA S 0706 i 


おしらせ 


•上記の確認を行った際、すべてのドライバ名が表示されない場合は、アンインス!ル （ P . l 1) の手順に従っ 
て FOMA 通信設定ファイルを削除してから、再度インストールしてください。 
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| j=OMA 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする 

ドライバのアンインス!-ールが必要な場合（ドライバをバージョンアップする場合など）は、 
以下の手順で行ってください。ここでは Windows XP を例にしてアンインス!-ールを説明し 
ます。 

• FOMAS 誌とパソコンを接続してしヽる状態では、アンインストールを実行できません。 

• FOMA 通信設定ファイルのアンインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った 
ユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでアンインス I ルを行うとエラー 
となります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト 
社にお問い合わせください。 

O FOMA 端末とパソコンが FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 
(別売）で接続されている場合は、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01/02を取り外す 


❷ 


Windows の「プログラムの追加と削除」を起動する 

「スタート」—「コント□ールパネル」—「プログラムの追加と削除」をクリックする 


Windows Vista の場合 

「@」 — 「コント□ールパネル」 — 「プログラムのアンインス!-ール」をクリックする 

Windows 2000 の場合 

「スタート」—「設定」—「コント□ールパネル」 — 「アプリケーションの追加と削除」の順に開く 


❸ 


「FOMA SO 706 i USB 」 を選択して「変更と削除」をクリックする 

Windows Vista の場合 

rFOMA S 0706 i USB 」 を選択して「アンインストールと変更」をクリックし、「続行」をクリツ 
クする 


Windows 2000 の場合 

fFOMA S 0706 i USB 」 を選択して「変更と削除」をクリックする 



「0 K 」 をクリックしてアンインス!-ールする 

アンインス!-ールを中止する場合は「キャンセル」をクリックします。 


❺ 


「はい」をクリックして Windows を再起動する 

以上でアンインストールは終了です。 

「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてください。 


おしらせ 


• Windows の「プ□グラムの追加と削除」に 「FOMA S 0706 i USB 」 が表示されていない場合は、次のよう 
に操作をしてください。 

① 「FOMA S 0706 i 用 CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 

② 「スタート」—「マイコンピュータ」を開く 

Windows Vista の場合は 「®」— 「コンピュータ」を開く 

③ CD - ROM アイコンを右クリックし、「開く」を選択する 

④ CD - ROM 内の 「 S 0706 LUS 巳 _ D 「 ive 「」— 「 Drivers」— 「 Win 2 k _ XP 」 フォルダを開く 
Windows Vista の場合は 「 SO 706 i _ USB — Driver 」—「 Drivers 」—「 WinVista 32」 フォルダを開く 

⑤ 「 so 706 iun . exe 」 ※をダブルクリッ^する 

※：お使いのパソコンの設定によっては rso 706 iunj と表示されることがあります。 
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FOMA PC 設定ソフトについて 


FOMA PC 設定ソフトを使うと、簡単な操作で以下の設定ができます。 

• FOMA PC 設定ソフトを使わずに、バケツト通信や 64 K データ通信を設定することもできます。 
— P .29 



FOMA 端末とパソコンとの接続については、 P .7 を参照してください。 

かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 FOMA データ通信用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に「通信設定最 
適化」などを行います。 

通信設定最適化 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、通信設定最適化が必要となります。 

接続先 （APN ) の設定 

パケット通信を行う際に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり電話番号は使用しません。あらかじめ接続先 
ごとに、 FOMA 端末に APN (Access Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 ( cid ) 
を接続先電話番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cidl には mopera の接続先 ( APN )「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 3 には mopera U の接続先 
( APN )「 mopera . net 」 が登録されていますので、 cid 2 または4〜1◦に接続先 ( APN ) を設定してください。 
cid [Context Identifier ] … FOMA 端末に登録するパケット通信での接続先 ( APN ) を管理する番号 。 FOMA 
端末に APN 登録をするときに設定します。 


おしらせ 


• FOMA PC 設定ソフト Ver 4.0.0 以前の古いパージョン（以後、旧 FOMA PC 設定ソフトと呼びます）がイン 
ストールされている場合は、あらかじめ旧 RDMA PC 設定ソフトをアンインストールしてください。 
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IfomaPC 設定ソフトのインストールからインターネツト接続までの流れ 



ソフトの 
インス!-ール 



設鼷の 



「F 〇 MA PC 設定ソフト」をインス!-ールします 

インストール方法は、 P . 14を参照してください。 

riS FOMA PC 設定ソフト」がインストールされている場合は 、 「FOMA PC 設定 
ソフト Ver 4.0.0」のインス!ルは行えません。あらかじめ「旧 FOMA PC 設 
定ソフト」をアンインス!-ールしてください。 

「旧 W - TCP 設定ソフト」および「旧 APN 設定ソフト」がインス!ルされている 
という画面が出た場合は、 P .1 5を参照してください。 


各種設定前の準備をします 

各種設定の前に FOMA 端末とバソコンが接続され、かつ正しく認識されているこ 
とを確認してください。 

FOMA 端末とパソコンの接続方法については、 P .7 を参照してください。 

FOMA 端末をパソコンに正しく認識させる方法については、「バソコンの設定をす 
る」 （ P .9) を参照してください。 

FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、各種設定および通信を行 
5ことがでぎません。 


L つ STEP 3 


設是■業 



ご利用の通信に対応した設定をします 

かんたん設定 「mopera U または mopera を利用したパケツト通信設定方法」は、 
P . 19を参照してください。 

かんたん設定「その他のプ□バイダを利用したバケツト通信設定方法」は、 P .20 
を参照してください。 

かんたん設定 「mopera U または mopera を利用した 64 K データ通信設定方法」 
は、 P .22 を参照してください。 

かんたん設定「その他のプ□バイダを利用した 64 K データ通信設定方法」は、 
P .23 を参照してください。 

その他の設定は、 P .27 以降を参照してください。 



インターネットに接続します 

接続方法は、 P .24 を参照してくださし、。 
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[foma PC 設定ソフトをインス I ^ールする 

• インストールする前に動作環境を確認してください。 — P .4 

•「FOMA PC 設定ソフト」のインス!ルを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユー 
ザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでインストールを行うとエラーとなりま 
す。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問 
い合わせください。 


❶ 


CD - ROM をパソコンにセツトする 

右の画面が自動的に表示されます。 



©戻い〇 ▼ a 0 ft | p 検索 ☆ぉ気に入り €) 1 0 ▼给函 ▼ □ 赵 冰 




I 


「データリンクソフト•各種設定ソフト」をクリックする 
「FOMA PC 設定ソフト」の項目の「インストール」をクリックする 

「インストール」をクリックすると、下記のような警告画面が表示される場合があります。この警告 
は 、 Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。 
※画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使いのパソコンの環境により異なる場合があり 
ます。 


「ファイルのダウン□ードーセキュリティの警 
告」画面が表示された場合 

「実行」をクリックしてください。 


「Internet Explorer ー セキユリテイの警告」画 
面が表示された場合 

「実行する」をクリックして、インス!-ールを続 
けてください。発行元を確認できなかった旨が 
表示されますが、使用には問題ありません。 
Windows Vista の場合はさらに「許可」をク 
リックします。 




❹ 


I "はい」をクリックする 

インス I -ールを開始する前に、現在使用中または常駐している他のプログラムがないことを確認して 
ください。使用中のプログラムがあった場合は、「いいえ」をクリックし、使用中のプログラムを終 
了させた後、インス!-ールを再開してください。 
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❺ 


❼ 


「次へ」をクリックする 

旧 W - TCP 設定ソフトまたは旧 APN 設定ソフトがインストールされているという画面が出た場合は、 
P . 15を参照してください。 

「FOMA PC 設定ソフト」の使用許諾契約書の内容を確認の上、契約内容 
に同意する場合は「はい」をクリックする 

「いいえ」をクリックし、「はい」をクリックすると、インス!-ールは中止されます。 

Windows Vista の場合は操作8へ進みます。 

「次へ」をクリックする 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適化」常駐の可否を選択できます。 

常駐させる場合は「タスクトレイに常駐する」にチェックを入れ「次へ」をクリックして、インス 
卜ールを続行してください。インストール後でも FOMA PC 設定ソフトの「メニュー」—「「通信設 
定最適化」をタスクトレイに常駐させる」を選択することにより設定を変更できます。 

(参考）：「タスクトレイに常駐する」設定が有効になっている場合は選択できません。 




常駐させた場合は、デスクトップ右下のタスクトレイに表示されます。 

丨 インストール先を確認し、「次へ」をクリックする 

変更がある場合は「参照」をクリックし、任意のインストール先を指定して「次へ」をクリックして 
ください。 


プ□グラムフォルダのフォルダ名 
を確認し、「次へ」をクリックする 

変更がある場合は新規フォルダ名を入力し、「次 
へ」をクリックします。 


フ my ラ厶フオルデ®運択 

b を入力狗か、 


歷»脇、職魏離ム 


アイコンを追加します。新しいフ獻'名をフ 


フ w ラムフォル卿 
既^)フォル蹲 




❿ 


「完了」をクリックする 

セツトアップを完了すると 、 「FOMA PC 設定ソフト」の操作画面が起動します。このまま各種設定 
をはじめられます。 


[FOMA PC 設定ソフトインストール時の注意 

<旧 W - TCP 設定ソフトがインス I -ールされている場合> 

f \ 鼦二黝 K 鬮謹沿®涊义 M 簸ィ： 


I、インストルを実行してく m、。 


インストールを中断します。 


• 「アプリケーション（プログラム）の追加と削除」から旧 W - TCP 設定ソフトを削除してください。 

<旧 APN 設定ソフトがインストールされている場合> 


旧パージョンの FOMA データ通信設定ソフトをアンインストール後、再度、インスト'-ルを実行してくださ U 
インストールを中断します。 


rOKJ をクリックすると、旧 APN 設定ソフトのアンインス I -- ルが自動的に行われた後 、 FOMA 
PC 設定ソフトがインス I ルされます。 
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<FOMA PC 設定ソフトがすでにインス I- ールされている場合 > 



• rOKJ をクリックすると、インス I ルが中止されます。すでにインス I ルされている 「FOMA 
PC 設定ソフト」をアンインストールしてから、インス!-ールし直してください。 

「FOMA PC 設定ソフトをアンインス!ルする」 — P .17 
• 古いバージョンの 「FOMA PC 設定ソフト」がインストールされている場合も同様の操作を行つ 
てください。 

< インストール途中で「キャンセル」を押した場合 > 



• インス I -ールを継続する場合は「いいえ」を、中止する場合は、「はい」をクリックしてください。 


IfomaPC 設定ソフトのバージヨン情報を確認する 


❶ 


FOMA PC 設定ソフトを開く 

Windows Vista、Windows XP の場合 


「スタート」または「©」 — 「すべてのプログラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト 」 —「FOMA PC 
設定ソフト」の順に開く 


Windows 2000 の場合 

「スタート」—「プログラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト 」 —「FOMA PC 設定ソフト」の順に開く 


❷ 


ツールバーの「メニュー」—「バージョン 情報」を開く 

FOMA PC 設定ソフトのバージョン情報が表示されます。 
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[foma PC 設定ソフトをアンインス I ^ールする 

FOMA PC 設定ソフトのアンインスI-ールが必要な場合 （FOMA PC 設定ソフトをバージョン 
アップする場合など）は、以下の手順で行ってください。ここでは Windows XP を例にして 
アンインスI-ールを説明します。 

•「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス!ルを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った 
ユーザアカウントで行ってください。それ以外のアカウントでアンインス I ルを行うとエラー 
となります。パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト 
社にお問い合わせください。 


, アンインストールを実行する前に 

Windows XP、Windows 2◦◦◦の場合は 、 「FOMA PC 設定ソフト」をアンインス!ルする前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があります 。 Windows Vista の場合は、操作2から 
操作を開始してください。 

(1) タスクトレイに常駐している「通信設定最 
適化」を常駐させないようにする 

デスクトップ右下のタスクトレイの「通信設 

定最適化」アイコンを右クリックして「終了」 右クリック 

をクリックします。 


通 f 言設定最適化... 
常駐させない 

「終了」をクリック 


(2) 起動中のプ□グラムを終了させる 

「FOMA PC 設定ソフト」や「通信設定最適化」 
が起動中にアンインストールを実行しようと 
すると、右のような画面が表示されます。ア 
ンインス!ルプ□グラムを中断し、それぞ 
れのプ□グラムを終了させてください。 



❷ 


アンインス I -ールを開始する 

「スタート」—「コント□ールパネル」—「プログラムの追加と削除」の順に開く 


Windows Vista の場合 

「@」 — 「コント□ールパネル」 — 「プログラムのアンインストール」の順に開く 

Windows 2000の場合 

「スタート」—「設定」—「コント□—ルパネル」—「アプリケーションの追加と削除」の順に開く 


© 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定 
ソフト」を選択して「削除」をク 
リックする 

Windows Vista の場合 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を 
選択して「アンインストール」をクリックし、 
「続行」をクリックする 

Windows 2000の場合 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を 
選択して「変更と削除」をクリックする 


「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を 
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削除するプログラム名を確認し、 
はい」をクリックする 

アンインス I -ールが開始されます。 


❺ 


「完了」をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ル 
が終了します。 




おしらせ 


• 「通信設定最適化」の解除 

Windows XP または Windows 2000で「通信設定最適化」が 
されている場合は右の画面が表示されます。アンインス I ルす 
る場合は、通常は「はい」をクリックして、最適化を解除してく 
ださい。 


通信設定最適化の解除は再起動後に行われます。 


最連化の解除 


9 現在、 FOMA パ如卜用に最通化されています。 

^ ァンィンストルを実行，る前に最逓化を解除しま，か？ 

趿靡繼?®°琴綱) 

I " i [ U 说 < M > ] I キヤンセル ] 



各種設定の方法 


通信設定をする前に、 F 0 MA 端末が F 0 MA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/02 (別売） 
によりご利用のパソコンに接続され、かつパソコンのデバイス上に FOMA 通信設定ファイル 
( ドライバ）が正しく認識されている必要があります。 

FOMA PC 設定ソフトを開く 

本ソフトを起動すると右の操作画面が表示され 
ます。 

Windows Vista、Windows XP の場合 

「スタート」または「@」 — 「すべてのプロ 
グラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト」 — 

「FOMA PC 設定ソフト」の順に開く 

Windows 2000 の場合 

「スタート」—「プログラム 」— 「FOMA PC 
設定ソフト 」— 「FOMA PC 設定ソフト」の 
順に開く 
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|_かんたん設定 fmopera U または mopera を利用したバケット通信設定方法 J 

•最大 3.6 Mbps のバケット通信の設定を行います。プ□バイダは、ドコモのインターネット接続 
サービス mopera U または mopera を利用します （ mopera で接続した場合の通信速度は、送受 
信ともに最大 384 kbps までとなります)。 

バケット通信：受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps のバケット通信が可能です （ FOMA 八イ 
スピードエリア外では送受信ともに最大 384 kbps となります）。送受信したデータ量に応じて課 
金されますので、時間を気にせずデータ通信ができます。 

• 「パケット诵信 I を利用して画像を含むサイトやインターネットホームページの問覧、ファイルの 

ダウン□ー ドなどのデータ量の多い诵信を行うと、诵信料が高額となりますのでご洋意ください。 

0 「かんたん設定」をクリックする 

© 「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末）」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

Windows Vista の場合 

「バケット通信」を選択し、「次へ」をクリックする 

© r[mopera UJ への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択し、「次 
へ」をクリックする 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約の確認メッセージが表示されます。ご契約がお 
済みの場合、「はい」をクリックします。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダをご利用のお客様は、 P .2 ◦を参照してください。 

「0 K 」 をクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設定を取得します。しばらくお待ちくださし)。 

© 接続名の入力と接続方式を選択 
し、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定でき 
ます。わかりやすい名前を「接続名」欄にご入 
力ください。 

入力禁止文字¥/: * ?!<> r (半角のみ）は使 
用でぎません。 

発信者番号通知の設定と接続方式を選択してく 
ださい。 

発信者番号通知は、海外で利用する場合、「設定 
しない（推奨)」を選択してください。 

接続方式は 、 mcpera U は 「 PPP 接続 」 •「IP 
接続」両方に対応しています。海外で利用する 
場合は 「 IP 接続」を選択してください 。 mopera 
は 「 PPP 接続」のみに対応し、海外で利用する 
ことがでぎません。 


© ユーザ ID •パスワード•使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーザ 
ID • パスワードについては空欄のままでも接続 
でぎます。 

使用可能ユーザーの選択で、「すべてのユー 
ザー」を選択すると Windows に登録されてい 
るすべてのユーザーに対して接続が設定されま 
す。 

Windows Vista の場合 

ユーザ ID •パスワードを設定し、「次へ」を 
クリックする 
操作8へ進みます。 
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❼ 


「最適化を行う」をチェックし、「次へ」をクリックする 

FOMA パケット通信を利用するためパソコン内の通信設定を最適化します。 「 HIGH - SPEED 対応端 
末の確認」画面が表示されますので、「はい」をクリックします。 — P .27 
すでに最適化されている場合には、操作7の画面は表示されません。 


設定情報を確認し、「完了」をク 
^ リックする 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内 
容に誤りがないことを確認してください。 
「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットが作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 



❾ 


「0 K 」 をクリックする 

最適化を有効にするためには、パソコンを再起動する必要があります。再起動の選択画面が表示され 
た場合は「はい」をクリックします。 

設定した通信を実行します。 — P .24 


[^んたん設定 r その他のプロバイダを利用したバケツト通信設定方法 j 


% 


「かんたん設定」をクリックする 

「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末）」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 


Windows Vista の場合 

「バケット通信」を選択し、「次へ」をクリックする 


❸ 

❹ 


「その他」を選択し、「次へ」をクリックする 
「0 K 」 をクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設定を取得します。 
しばらくお待ちください。 


❺ 


バケツト通信設定を行う 

端末設定取得が完了すると、「パケツト通信設 
定」画面が表示されます。 

「接続名」の空欄に任意の接続名を入力してくだ 
さい0 

入力禁止文字¥/: * ?!<> r (半角のみ）は使 
用でぎません。 

発信者番号通知の設定については、ご利用にな 
るプ□バイダの指示情報に従つてください。 
なお、海外で利用する場合は「設定しない」を 
選択してください。 



パケット通信設定 (HIGH-SPEED 対応端末) 


接知名： jfoma 

モデム名： |FOMA SO706i 

搬 MAP 咖逞択： | mopera . ne j p (ppp 接続) T] 

接続先 (APN 〉 設定| 

発ザ前者番号通知： r 186tmDtS(3i^0tS) 

C 184を付加寸る谜知しない） 

夕 設定しない 


詳細情報の設定…5( 


m 


く戻る@ j 次へ砂> ■ 


キゃンセル」 
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© 「接続先 （ APN ) 設定」をクリック 
する 

お買い上げ時、 cidl には mopera の接続先 
( APN )「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 3 には mopera 
U の接続先 （ APN )「 mopera . net 」 が登録さ 
れていますので、 cid は2または4〜1◦に設定 
します。 

「追加」をクリックして表示される「接続先 
( APN ) の追加」画面で、接続方式を選択し、 
ご利用のプ□バイダの F 0 MAA ° ケット通信に対 
応した接続先 （ APN ) を正しく入力し 、 roKj 
をクリックしてください。「接続先 （ APN ) 設 
定」画面に戻ります。 

接続先には、半角文字で英数字、八イフン（-)、 
ピリオド （.） のみ入力できます。 




❼ 

❽ 


接続先を選択し、 roKj をクリックする 

操作5の画面に戻ります。 

「接続先 （ APN ) の選択」には、操作6で設定した接続先 （ APN ) が表示されます。 

「接続先 ( APN ) の選択」で接続先 ( APN ) を確認し、「次へ」をクリックする 

高度な設定 （ TCP/IP の設定）をする場合 

「詳細情報の設定」をクリックすると、 「 IP アドレス」、「ネームサーバー」の設定画面が表示され 
ます。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN 等のダイヤルアップ情報として入力が必要な場合は、入 
力指示情報を元に、各種アドレスを登録してください。 


0 ユーザ ID •パスワード • 使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

使用可能ユーザーの選択で、「すべてのユーザー」 
を選択すると Windows に登録されているすべて 
のユーザーに対して接続が設定されます。 

ユーザ ID •パスワードの設定は、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文字 • 小文字等に 
注意し、正確に入力してください。 

Windows Vista の場合 

ユーザ ID •パスワードを設定し、「次へ」を 
クリックする 
操作11へ進みます。 



❿ 


「最適化を行う」をチェックし、「次へ」をクリックする 

F 0 MA バケット通信を利用するためパソコン内の通信設定を最適化します。 「 HIGH - SPEED 対応端 

末の確認」画面が表示されますので、「はい」をクリックします。 - P .27 

すでに最適化されている場合には、操作1◦の画面は表示されませんので、操作11に進みます。 


© 設定情報を確認し、「完了」をク 
リックする 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内 
容に誤りがないことを確認してください。 
「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットが作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 


m 


この内容でよろしければ、完了ポタンを押してくださ0。 


接続方法 
接続先 
接続名 
モデム名 
接続先 (APN> 名 
発信者番号©通知 
使用可能ューザー 


\h、、J 卜通信 (HIGH-SPEED 対応端末〉 


ユーザ ID 
パスワードの1 


FOMA 
PPP 接 J 


HIGH-SPEED 対応端末用に最適化する 


W デスクトッブにタイVルアップのショートカツトを作成寸る 


く戻る (© 丄完了© ] 
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❿ 


「0 K 」 をクリックする 

最適化を有効にするためには、パソコンを再起動する必要があります。再起動の選択画面が表示され 
た場合は「はい」をクリックしてください。 

設定した通信を実行します。 — P .24 


|_かんたん設定 「mopera U または mopera を利用した 64 K データ通信設定方法 J 

• 通信速度最大 64 kbps の 64 K データ通信の設定を行います。プ□バイダは、ドコモのインターネッ 
卜接続サービス mopera U または mopera を利用します。 

• 64 K データ通信は接続していた時間に応じて課金されます。 

•「64 K データ诵信 I を利用して 長時間诵信 を行うと、 诵信料 が高額となりますのでご洋意ください。 


0 「かんたん設定」をクリックする 

Q 「64 K データ通信」を選択し、「次へ」をクリックする 

© r[mopera UJ への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択し、「次 
へ」をクリックする 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約の確認メッセージが表示されます。ご契約がお 
済みの場合、「はい」をクリックします。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダをご利用のお客様は、 P .23 を参照してください。 


〇 接続名の入力とモデムを選択し、 
「次へ」をクリックする 

「64 K データ通信設定」画面になります。現在 
作成している接続の名前を自由に設定できま 
す。わかりやすい名前を「接続名」欄にご入力 
ください。 

入力禁止文字¥/: * ?!<> | " (半角のみ）は使 
用でぎません。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル ◦ 1/〇2 
(別売）を使う場合、モデム名は 「FOMA 
S 0706 U を選択します。 

発信者番号の通知については「設定しない」ま 
たは「186を付加する」を選択してください。 


© ユーザ ID •パスワード•使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーザ 
ID ■ パスワードについては空欄のままでも接続 
でぎます。 

使用可能ユーザーの選択で、「すべてのユー 
ザー」を選択すると Windows に登録されてい 
るすべてのユーザーに対して接続が設定されま 
す。 

Windows Vista の場合 

ユーザ ID •パスワードを設定し、「次へ」を 
クリックする 
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© 設定情報を確認し、「完了」をク 
リックする 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内 
容に誤りがないことを確認してください。 
「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットが作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 



17デス亡トップ(こタイ V ルアップのシヨ-卜 fe 14作成サ备 


<戻 5® _[ 完了® ] キャン to レ」 


❼ 


「0 K 」 をクリックする 

設定した通信を実行します。 — P .24 


L かんたん設定「その他のプロバイダを利用した 64 K デ■夕通信設定方法 J 


0 「かんたん設定」をクリックする 

Q 「64 K データ通信」を選択し、「次へ」をクリックする 

その他」を選択し、「次へ」をクリックする 

〇 ダイヤルアップ情報を入力し、「次 
へ」をクリックする 

mopera U または mopera 以外の ISDN 同期 
64 K アクセスポイントを持つサービスプロバ 
イダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時 
に、以下の項目を登録します。 

•接続名（任意） 

•モデムの選択 （ F 0 MAS 0706 i ) 

• 霞舌番^ 

• ダイヤルアップ時の発信者番号の通知について 
入力禁止文字¥/: * ?!<> 1’’（半角のみ）は使 
用でぎません。 


プ□バイダ情報を元に正しく入力してくださ 
い。電話番号は、大文字•小文字等に注意し、 

半角文字で正確に入力してください。 

発信者番号通知の設定については、ご利用にな 
るプ□バイダの指示情報に従つてください。 

高度な設定 （ TCP/IP の設定）をする場合 

「詳細情報の設定」をクリックすると 「 IP アドレス」、「ネームサーバー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN などのダイヤルアップ情報として入力が必要な場合は、入 
力指示情報を元に、各種アドレスを登録してください。 
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かんたん設定 


© ユーザ ID •パスワード•使用可能 
ユーザーの選択を設定し、「次へ」 
をクリックする 

使用可能ユーザーの選択で、「すべてのユー 
ザー」を選択すると Windows に登録されてい 
るすべてのユーザーに対して接続が設定されま 
す。 

ユーザ ID •パスワードの設定は、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文字 • 小文字等に 
注意し、正確に入力してください。 

Windows Vista の場合 

ユーザ ID ■パスワードを設定し、「次へ」を 
クリックする 


© 設定情報を確認し、「完了」をク 
リックする 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内 
容に誤りがないことを確認してください。 
「デスクトップにダイヤルアップのショート 
カットを作成する」をチェックすれば自動的に 
ショートカットが作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をクリック 
します。 





「0 K 」 をクリックする 

設定した通信を実行します。 — P .24 


設定した通信を実行する 


Q デスクトップの接続アイコンをダブルクリックする 



デスクトップに接続アイコンがない場合は次の操作を行ってください。 

Windows Vista の場合 

「@」 — 「接続先」の順に開き、接続先を選択して「接続」をクリックする 

Windows XP の場合 

「スタート」—「すべてのプログラム」—「アクセサリ」 — 「通信」—「ネットワーク接続」 — 接 
続先を開く 

Windows 2000 の場合 

「スタート」—「プログラム」 — 「アクセサリ」—「通信」—「ネットワークとダイヤルアップ接 
続」 — 接続先を開く 
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❷ 


「ダイヤル」をクリックし、接続を 
実行する 


mopera U または mopera の場合は、「ユーザー 
名」 • 「パスワード」については空欄のままでも 
接続できます。その他のプ□バイダやダイヤル 
アップ接続の場合は、「ユーザー名」•「パスワー 
ド」を入力し、「ダイヤル」をクリックしてくだ 
さい0 


<接続中の状態を示す画面が表示されます> 

この間にユーザー名、パスワードの確認など 
のログオン処理が行われます。 




<接続の完了> 

接続が完了すると、デスクトップ右下のタス 
クバーのインジケータから、右の画面のよう 
なメッセージが数秒間表示されます （0 S に 
よっては接続完了画面が表示される場合が 
あります。 「0 K 」 をクリックしてください)。 

ブラウザソフトを起動してサイトやイン 
ターネットホームページを閲覧したり、電子 
メールなどを利用できます。 

右の画面のようなメッセージが表示されな 
い場合は、「ダイヤルアップネットワークの 
設定」 （ P .29)、 「ダイヤルアップの設定を行 
う」 （ P .36) を確認してください。 

•バケツト通信中には、通信状態によって FOMA 端末にアイコンが表示されます。 




せ(通信中、 
I (通信中、 
陸(通信中、 
i (発信中、 
t (着信中、 


データ送信中） 
データ受信中） 
データ送受信なし） 
または切断中） 
または切断中） 


>64 K データ通信中には、 FOMA 端末に「激」が表示されます。 



おしらせ 


• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）でデータ通信をする場合、ダイヤルアップアイコンか 
らの発信は、アイコン作成時の F 0 MA 端末のみ有効です。 

したがって、異なる F 0 MA 端末を接続する場合は、再度、通信設定ファイル（ドライバ）のインストールが必 
要となります。 
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1切断のしかた 

インターネットブラウザを終了しただけでは切断されていない場合がありますので、以下の操 
作で確実に切断してください。 


〇 タスクトレイのダイヤルアップアイコンをダブルク 
リックする 

接続の画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

「©」 — 「接続先」の順に開く 
接続しているダイヤルアップを選択します。 


ダイヤルアップアイコン 


❷ 「切断」をクリックする 



おしらせ 


[籲パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 


I こんなときは 

•ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続ができない）場合は、まず以下の項目につい 
て確認してください。 


現象 

チェックする箇所 

rFOMA S 0706 U がパソ 
コン上で認識できない 

-お使いのパソコンが動作環境 （ P .4) を満たしているかを確認してください。 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）がインス!-ールされているか確認してください。 

• FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が入っているか確認してください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブ J レ01/02 (別売）がしっかりと接続されているこ 
とを確認してください。 

- USB モード設定 （ P .7) が「通信モード」になっているか確認してください。 

相手先に接続でき■ない 

• ID (ユーザー名）やパスワードの設定が正しいかどうか確認してください。 

• F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1/02 (別売）がしっかりと接続されているこ 
とを確認してください。 

-接続先が発信者番号の通知を要求する場合は、電話番号に「184」を付加していないかど 
うかを確認してください。 

-モデムのプ□パティで「フロー制御を使う」にチェックが付いていることを確認してくだ 
さい。 

-接続先の APN が正しいかどうかを確認してください。 

• 上記の確認を行っても相手先に接続できない場合は、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワーク管理者に設定方法などについてご相談ください。 
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通信設定最適化 


「通信設定最適化」は FOMA ネットワークで「パケット通信」を行う際に、 TCP/IP の伝送 
能力を最適化するための 「TCP パラメータ設定ツール」です。 Windows XP または Windows 
2000で FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、このソフトウェアによる通信設定 
が必要です。 

• 海外でパソコン接続を行う場合は、あらかじめ通信設定最適化を解除してください。 


L 最適化の設定と解除 

ここでは Windows XP を例にして設定と解除を説明します。 


❶ 


プログラムを起動する 

(1 )「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場 

「FOMA PC 設定ソフト」起動後、「マニユア 
ル設定」の「通信設定最適化」をクリックする 



;鰂繼竿織醒趙 

断默嫩纖刪碰 


鞭 f 卿こ、 


(2) タスクトレイから操作する場合 

デスクトップ右下のタスクトレイの「通信設 
定最適化」アイコンをクリックし、プ□グラ 
ムを起動する 


左クリック 



❷ 


以下の操作を行う 

(1) システム設定が最適化されていない場合 

「FOMA HIGH - SPEED 対応端末（受信最大 
3.6 Mbps )」 を選択し、「最適化を行う」をク 
リックする 

「 HIGH - SPEED 対応端末の確認」画面が表示 
されます。「はい」をクリックすると、システ 
ム設定の最適化が実行されます。 



(2) システム設定が最適化されている場合 

FOMA 端末以外での通信等の理由から設定を 
解除する場合は、「最適化を解除する」をク 
リックしてください。 




現在開いているすべてのプログラムを終了させ画面表示に従ってパソコンを再起動してください。再 
起動した後、システム設定の最適化が有効になります。 
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接続先 ( APN ) の設定 


パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。最大10件まで設定でき 、 cid (登録番号）の 
1〜10に登録して管理します。 

• お買い上げ時、 cid 1には mopera の接続先 ( APN )「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 3 には mopera U の接 
続先 ( APN )「 mopera . net 」 が登録されていますので、 cid 2 または4〜10に接続先 （ APN ) を 
設定します。 


O rFOMA PC 設定ソフト」起動後、 
「接続先 （ APN ) 設定」をクリック 
する 


■マ:!^アル猫 

通^ ヒ 

1 賊先 (APN〉ij 若 


=識顯漏腦 

) ケッな!信飾際に槐な格雛 <APN>(7^ 淀 


JN) 跑ボタンを押す前に， 


❷ 


F 0 MA 端末設定取得画面で 「0 K 」 をクリックする 

接続された F 0 MA 端末に自動的にアクセスして登録されている接続先 （ APN ) 情報を読み込みます。 
F 0 MA 端末が接続されていない場合は起動しません。 


Q 接続先 （ APN ) の設定をする 



接続先 ( APN ) の追加 • 編集 • 削除 
• 接続先 （ APN ) を追加する場合 

「接続先 （ APN ) 設定」画面で、「追加」をクリックする 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を編集する場合 

「接続先 （ APN ) 設定」画面で、対象の接続先 （ APN ) を一覧から選択して「編集」をクリックする 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を削除する場合 

「接続先 （ APN ) 設定」画面で、対象の接続先 （ APN ) を一覧から選択して「削除」をクリックする 
cid 1と cid 3 に登録されている接続先は削除できません （ cid 3 を選択して「削除」をクリックしても、実 
際には削除されず、 「 mopera . net 」 に戻ります）〇 


ファイルへの保存 

F 0 MA 端末に登録された接続先 ( APN ) 設定のパックアップを取ったり、編集中の接続先 ( APN ) 設定を保存す 
る場合は、ツールバーの「ファイル」メニューからの操作で、接続先 ( APN ) 設定の保存ができます。 

ファイルからの読み込み 

保存された接続先 （ APN ) 設定を再編集したり、 F 0 MA 端末に書き込んだりする場合には、ツールバーの 
「ファイル」メニューからの操作で、パソコンに保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込むことができ 
ます。 


F 0 MA 端末への接続先 ( APN ) 情報の書き込み 

「接続先 ( APN ) 設定」画面で 「 F 0 MA 端末へ設定を書き込む」をクリックすると、表示されている接続先 ( APN ) 
設定を F 0 MA 端末に書き込むことができます。 

ダイヤルアップ作成機能 

「接続先 （ APN ) 設定」画面で追加■編集された接続先 （ APN ) を選択して「ダイヤルアップ作成」をク 
リックします。 

F 0 MA 端末設定書き込み画面が表示されますので、「はい」をクリックしてください。 F 0 MA 端末への書き 
込み終了後、「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。 

任意の接続名を入力して「ユーザ ID •パスワードの設定」をクリックしてください。ユーザ〇とパスワー 
ドを入力し、画面に従って設定してください 。 mopera U または mopera の場合は、ユーザ ID ■パスワード 
については空欄のままでも構いません。 
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ご利用のプ□バイダより、 IP および DNS 情報の設定が指示されている場合は、「バケット通信用ダイヤル 
アップの作成」画面で「詳細情報の設定」をクリックし、必要な情報を登録して、 roKj をクリックします。 
設定入力後、 「FOMA 端末へ設定を書き込む」をクリックして上書きを確認してから、書き込みを実行して 
ください。 


おしらせ 


• APN 設定 （ FOMA バケット通信の接続先）は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、異なる FOMA 端末 
を接続する場合は、再度 APN 登録をする必要があります。 

•パソコンで作成したダイヤルアップの設定を継続利用する場合は、同一 APN 設定 （ cid 設定）番号を端末に登 
録してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信/ 64 K データ通信のダイヤルアップ接続の 
設定を行う方法について説明します。以下のような流れになります。 

• 64K データ通信を行う場合は「ダイヤルアップネットワークの設定」は不要です。「ダイヤルアッ 
プの設定を行う」 （P.36) に進んでください。 

AT コマンドについて 

• AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 FOMA 端末は AT コマンドに準拠し、さらに拡 
張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサボートしています。 

• AT コマンドを入力することによって、「データ通信」や FOMA 端末の詳細な設定、設定内容の確 
認（表示）をすることができます。 

Lcom ポートを確認する 


•接続先 （APN) の設定を行う場合、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ）のインストール後に組 
み込まれた 「F0MAS0706i」 （モデム）に割り当てられた COM ポート番号を指定する必要があ 
ります。ここでは COM ポート番号の確認方法について説明します。ここで確認した COM ポート 
は接続先 （APN ) の設定 （ P.32) で使用します。 

•準備 


O FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）を 
接続する 

© F 0 MA 1 瑞末の電源を入れて F 0 MA 1 瑞末と接続した FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル01/02をパソコンに接続する 

• Windows Vista で COM ポートを確認する場合 


— 「コント□ールパネル」を開く 

© コント□ールパネル内の「八 ー ドウ エアと サウンド」 — 「電話とモデムの 
オプション」を開< 

© 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して 「0 K 」 をクリックする 
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「モデム」タブをクリックして 
「FOMA S0706U CD 「接続先」欄 
の COM ポートを確認し、 「OK」 を 
クリックする 

確認した COM ポート番号は、接続先 （APN) 
の設定 （P.32) で使用します。 

画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 



Windows XP で COM ポートを確認する場合 


「スタート」 
ル」を開く 


「コント□ールパネ 


Windows ム - メ-力 w マィコンピュ-夕 

Windows XP ッァ - 

^ 接続① 

嫌ファィルと設定©転送ゥィザ-ド^ 


• コントロールパネル© 


ブリンタと FAX 


松)ヘルブとサポ-卜妙 
検索⑤ 

すべて®プログラム ( E ) レ 〇ファイル名を指定して実行 ( E ) 


№1 □財フ (u |•①|終了オプション⑪ 


❷ 


コント□ールパネル内の「プリン 
夕とその他の八ードウエア」から、 
「電話とモデムのオプション」を開 
< 



© 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番/エリアコード」を入 
力して roK」 をクリックする 
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コントロールパネル 

墨話のダ?報とモ穿ムの:3 
ティを構成しま言。 


軍話のタイヤル情報とモデムのブ□パう 


〇 

❷ 


0 


「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番」を入力し、 「0 K 」 を 
クリックする 


「スタート」—「設定」—「コント□ールパネル」を開く 


コントロールパネル内の「電話と 
モデムのオプション」を開く 


J 77イル 0 編集⑤表示秘お、気に入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 

_ 

] 和戻る ▼ ▼ SJ I 敛検索 B フォルダ0履歴 I 14 a Pa K I 1 


J アドレス© コントロールノ钵ル 

z ] P 移肋 


〇 「モデム」タブをクリックして 
「FOMA S 0706 U の「接続先」欄 
の COM ポートを確認し、 「0 K 」 を 
クリックする 

確認した COM ポート番号は、接続先 (APN) 
の設定 （P.32) で使用します。 

画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 



• Windows 2000 で COM ポートを確認する場合 


41 a- M3 加 

®l aiiTl ン 

S 114111 flf 一 | 

#ll^oilp 视冒 

%1 11 f 聖 >• 画 ■ 
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〇 「モデム」タブをクリックして 
「FOMA S 0706 i 」 の「接続先」欄 
の COM ポートを確認し、 「 OK 」 を 
クリックする 

確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の 
設定 （ P .32) で使用します。 

画面に表示される内容および COM ポートの番 
号は、お使いのパソコンによって異なります。 



[ jg 続先 ( APN ) を設定する 



お買い上げ時 

cidl : mopera.ne.jp cid3 : mopera.net cid2 、 4~ 1 □ :設定なし 


設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標 
準添付の「八イパーターミナル」を使った設定方法を説明します。 

• Windows Vista は「ノ V イパーターミナル」に対応していません 。 Windows Vista の場合は 、 Windows 
Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってください)。 


接続先について< APN/cid > 

籲バケツト通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり、電話番号を使用しません。接続には電話 
番号の代わりに APN を設定して接続します。 

• APN 設定とは、パソコンからバケツト通信用の電話帳を登録するようなもので、登録するときは、 
1から10の登録番号 （ cid ) を付与して登録し、その登録番号 （ cid ) を接続先番号の一部として 
使用します。お買い上げ時、 cid 1には mopera の接続先 ( APN )「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 3 に 
は moperaU の接続先 （ APN )「 mopera . net 」 が登録されていますので、 cid 2 または4〜10に 
接続先 （ APN ) を設定してください。※ 1 

• APN は 「cid (1 〜10までの管理番号)」によって管理されます。接続する接続先番号を「*99 
* * *<(：1〇1番号>#」とすると cid 番号の接続先に接続します。 

• mopera に接続する場合は接続先番号を「* 99 * * * 1#」に 、 mopera U に接続する場合は、「* 
99* **3#」にすると、簡単に mopera または mopera U を利用することができます。※ 2 

• APN 設定は、携帯電話に相手先情報（電話番号など）を登録するのと同じように接続先を FOMA 
端末に登録します。携帯電話の電話帳と比較すると以下のようになります。 



APN 設定 

携帯電話の電話帳 

登録する データ 

APN 

電話番号 

cid 

電話帳のメモリ番号 

— 

相手の名前 

登録のしかた 

パソコンを使って登録する 

〇 (FOMA PC 設定ソフトなどを使用） 

〇 (専用ソフトが必要） 

携帯電話を使って登録する 

X (確認もできません） 

〇 

使いかた 

cid を指定して接続 

電話帳から検索してかける 

— 

FOMA 端末のダイヤルポタンから 
直接電話番号を入力してかける 


• 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 

• mopera U または mopera 以外の接続先 （ APN ) については、インターネツトサービスプ□バイ 
ダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

※し「ダイヤルアップネットワーク」の電話番号欄に APN を入力して接続するのではなく、 FOMA 端末側に接続先（イン 
夕ーネットサービスプロバイダ）についてあらかじめ APN 設定を行います。 

※2:他のインターネットサービスプ□バイダなどに接続する場合は、 APN を設定し、 cid の2番または4〜1〇番に登録し 
てください。 
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< 例： Windows XP の場合> 

O FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）を 
接続する 

@ FOMAi 瑞末の電源を入れて F 0 MA 1 瑞末と接続した FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル01/02をパソコンに接続する 

© パソコンで、「スタート」—「すべてのプ□グラム」 — 「アクセサリ」 — 
「通信」—「八イパーターミナル」をクリックして八イパーターミナルを 
起動する 

Windows 2000の場合 

「スタート」—「プログラム」 — 「アクセサリ」 — 「通信」—「八イパーターミナル」の順に開く 

〇 「今後、このメッセージを表示しない」をチェックし、「はい」をクリック 
する 

© 「名前」欄に任意の名前を入力し、 

「0 K 」 をクリックする 

ここでは例として 「 sample 」 と入力します。 


格转の設定 r ?® 


新しい接続 

名前を入力し、アイ]:/&逞んでく S ： さい： 

名前 ( N 〉： 

[samplel 

アイコンの： 

^3 _參喝 I 1 戀國 
< > 


[ OK J [ キャンセル I 


© 「接続方法」から 「FOMA SO 706 i 」 
を選択し、 「0 K 」 をクリックする 

接続画面が表示されるので、「キャンセル」をク 
リックする 

「FOMA SO 706 i 」 の COM ポートを選択でき 
る場合 

COM ポートのプロパティが表示されるので 

「◦ K 」 をクリックする 

ここでは例として「 COM 3」を選択します。 

実際に「接続方法」で選択する 「FOMA 

SO 706 i 」 の COM ポート番号は、 「 COM ポー 

卜を確認する」 （ P .29) を参照して確認して 

ください。 



TCP/IP ( Winsock ) 


33 




























sample © ブ□パテイ 


El® 


「FOMA SO 706 i 」 の COM ポートを選択でき 
ない場合 

「キャンセル」をクリックして「接続の設定」 
画面を閉じ、以下の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」—「プロパティ」を選択 

(2) 「 sample のプ□パティ」画面の「接続の 
設定」タブの「接続方法」欄で 「FOMA 
S 0706 U を選択 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」の 
チェックを外す 

(4) fOKJ をクリックする 



❼ 


接続先 ( APN ) を入力し、 H を押す 

AT + CGDC 0 NT =< cid >, “ PDP — type ” ， “ APN ” 
の形式で入力する 

< cid > : 2、4〜1◦までのうち任意の番号を 
入力する 

すでに cid が設定してある場合は設定が上書き 
されますので注意してください。 

“ PDP — type ” ： " PPP ，， または“ IP ” と入力し 
ます。 

“ APN ” ：接続先 （ APN ) を“”で囲んで入力 
します。 


roKj と表示されれば、接続先 （ APN ) の設定 
は完了です。 

例： cid の2香に XXX . abc という APN を設定 
する場合 

AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," XXX . abc " 

函と入力します。 



© roKj と表示されることを確認し、「ファイル」メニューを開き、「八イ 
パーターミナルの終了」をクリックして八イパーターミナルを終了する 

「“ sample ” と名前付けされた接続を保存しますか？」と表示されますが、とくに保存する必要はあ 
りません。 


おしらせ 


• P .34 の操作7以降、「八イパーターミナル」で入力した AT コマンドが表示されないことがあります。このよう 
なときは、 ATE 1 _と入力すれば、以降に入力する AT コマンドが見えるようになります。 

• AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定をリセットする場合 

-リセットを行った場合、 cid = l の接続先 ( APN ) 設定が 「 mopera . ne . jp 」 （初期値）に、 cid =3 の接続先 ( APN ) 設定が 
「 mopera . net 」 （初期値）に戻り、 cid =2、 4〜10の設定は未登録となります。 

<入力方法> 

AT + CGDC 0 NT = g ] (すべての cid をリセットする場合） 

AT + CGDC 0 NT =〈 cid > g ] (特定の cid のみリセットする場合） 

• AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定を確認する場合 
-現在の設定内容を表示させます。 

<入力方法> 

AT + CGDCONT ? IJI 
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L 発信者番号の通知/非通知を設定する 

籲パケット通信を行うときに、通知/非通知設定（接続先にお客様の発信者番号を通知する、しな 
いの設定）を行うことができます。発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知する際には十 
分にご注意ください。 

• 発信者番号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う前に AT コマンドで設定できます。 
•発信者番号の通知/非通知、または「設定なし」（初期値）に戻すには* DGPIR コマンド （ P .48) 
で設定します。 


❶ 


「八ィパーターミナル」を起動する 

八イパーターミナルの起動方法については、「接続先 （ APN ) を設定する」 ( P .32) を参照してくだ 
さい0 


© パケット通信時の発信者番号の通 
知 （186) /非通知 (184) を設 
定する 

「AT * DGPIR =</7>」 の形式で入力します。 

発信/着信応答のときに自動的に184 (非通知） 
を付ける場合 

AT 氺 DGPIR =1 國 
と入力する 

発信/着信応答のときに自動的に186 (通知） 
を付ける場合 

AT 氺 DGP 旧=2國 
と入力する 

@ roKj と表示されることを確認し、 
「ファイル」メニューの「八イパー 
ターミナルの終了」をクリックす 
る 




おしらせ 


• ドコモのインターネット接続サービス mQpera U または mopera をご利用になる場合は、発信者番号を「通知」 
に設定する必要があります。 
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ダイヤルアップネットワークでの 186 (通知）/184 (非通知）設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に186/184を付けることができます。 

* DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で186/184の設定を行った場合、以下 
のようになります。 


ダイヤルアップネットワー 

* DGP 旧コマンドによる 

発信者番号の 

クの設定 （ cid = l の場合） 

通知/非通知設定 

通知/非通知 


設定なし 

通知 

* 99 * * * 1 # 

非通知 

非通知 


通知 

通知 


設定なし 

非通知（ダイヤルアップネットワークの通知184 

184 * 99 * * * 1 # 

非通知 

が優先される） 


通知 



設定なし 

通知（ダイヤルアップネットワークの通知186が 

186 * 99 * * * 1 # 

非通知 

優先される） 


通知 



ダイヤルアップの設定を行う 


• ここではバケット通信で mopera U に接続する場合を例に説明しています。 

•パケット通信で接続する場合、 moperaU では「*99* **3#」、 mopera では「*99*** 
1#」を接続先の電話番号に入力してください。 64 K データ通信で接続する場合、 mopera じでは 
「*8701」、 mopera では「*9601」を接続先の電話番号に入力してください。 


Iwindows Vista でダイヤルアップの設定を行う 


— 「接続先」を開く 

接続またはネットワークをセットアップします」をクリックする 

© 「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

〇 モデムの選択画面が表示された場 
合は 、 「FOMA S 0706 i モデム」を 
クリックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムが存在する 
ときのみ表示されます。 
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© 「ダイヤルアップの電話番号」欄を 
選択し、接続先の番号を入力する 

mopera U または mopera の場合は、ユーザー 
名 ■ パスワードについては空欄のままでも接続 
でぎます。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合は、右の画面のように「ユーザー 
名」、「パスワード」欄にプロバイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定されたユーザー名とパ 
スワードを入力してください。 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 



インターネットサービスプロパイダ (ISP) の情報を入力します 



ノ U ワ-ド (P): •••••••• 

0 ノ tx ワードの文字を表示する⑸ 
0このノ U ワードを記憧する (R) 



9 (□他の人がこ江^^を使うことを許可する (A) 

このオプションによつて、このコンピュータにアクセスがあるすぺての人がこを使え 
るよいになります。 



❻ 


「接続」をクリックし、「スキップ」をクリックする 

ここではすぐに接続せずに設定の確認のみ行います。 


接続をセットアップします」をクリックし、「閉じる」をクリックする 
— 「接続先」を開く 

0 作成したダイヤルアップのアイコ 
ンを右クリックし、「プロパティ」 


をクリックする 







❿ 


「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている 
場合は、「接続の方法」欄で「モデムー FOMA 
SO 706 i 」 のみにチェックが付いていることを 
確認し、チェックが付いていない場合はチェッ 
クを付けます。 

「ダイヤ J レ情報を使う」にチェックが付いていな 
いことを確認します。チェックが付いている場 
合には、チェックを外します。 
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© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンターネットプロトコルバージ ヨン 4 ( TCP / 
IPv 4)」のみにチェックを付けます。ご利用に 
なるプロバイダの指示がある場合は、 「 QoS パ 
ケットスケジューラ」および、その他の項目に 
チェックを付けます。 



❿ 

❿ 


「オプション」タブをクリックし、 「 PPP 設定」をクリックする 

すべてのチェックを外し、 roK 」 を ppp 設定 
クリックする □ LCP 拟 M 使知 


□ y フトウエアによる圧縮を行う ( n ) 
n 単ーリンク接続に対してマル刊ンクをネゴシエ'-卜す綱 



0 K ][ キゃンセル ] 


❿ 「0 K 」 をクリックする 
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[Windows XP でダイヤルアップの設定を行う 


❶ 

❷ 


「スタート」—「すべてのプログラム」—「アクセサリ」—「通信」—「新 
しい接続ウイザード」の順に開く 


「新しい接続ウィザード」画面が表 
示されたら、「次へ」をクリックす 
る 



❸ 

❹ 

❺ 


「インターネットに接続する」を選択し、「次へ」をクリックする 

「接続を手動でセットアップする」を選択し、「次へ」をクリックする 

「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択し、「次へ」をクリツ 
クする 


© 「デノ (イスの選択」画面が表示された 
場合は、「モデム — FOMA S 0706 i 
( COMx ) J のみを選択し、「次へ」を 
クリックする 

「デバイスの選択」画面は、複数のモデムが存在 
するときのみ表示されます。 

( COMx ) は、 「 COM ポートを確認する」 ( P .29) 
で表示される COM ポートの番号です。 


© nsp 名」欄に任意の名前を入力し、 
「次へ」をクリックする 
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「電話番号」欄に接続先の番号を入 
力し、「次へ」をクリックする 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


❿ 


，す5電話番号 

の電話番号を指定してくだ 


下に電話番号を入力してください。 
電話番号 (£): 




[ く戻る⑧ II 〉欠へ ⑽〉\ I 


「次へ」をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーザー 
名 • パスワードについては空欄のままでも接続 
でぎます。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合は、右の画面のように「ユーザー 
名」、「パスワード」、「パスワードの確認入力」 
欄にプロバイダまたはネットワーク管理者から 
指定されたユーザー名とパスワードを入力して 
ください。 


のァ激還链欺茲を醫?しし i ょ總 Iff ' 替^:© ■! 獄灑げ 


に保音してください。慨存 


ユ-ザ-名 (U>: 
パスワード吵 


[nttdocomo 


パスワード©確認入力◎:1本#本#本本料 


0|の&ンビュー⑽らインタ'•ネツトに接続す5ときは、だれでもこのアカウント名およびパスワードを使用 
0この接続を既定のインタ-ネット接続とする (M) 


i[ y 欠べ p> | [ キヤンセル 


「完了」をクリックする 

新しく作成した接続ウィザードが表示されま 
す0 




新しい接続ウィザード 



新しい接続ウィザードの完了 

次の掊続の作成に必要な手耀は正常に完了しました。 


• このコンビュータのすべての：！ーザーと共有する 
• すべての人に同ぬーザー名とパスワードを使用する 


この接続は、[ネットワーク掊続]フォルダに保存されます。 

B_ 稼べ麵:礙概师娜搬鞔 

接続を作成してウィザードを閉じるには、院了]をクリックしてく妫い。 


❿ 

❿ 


「スタート」—「すべてのプログラム」 
「ネツトワーク接続」を開く 

作成したダイヤルアツプのアイコ 
ンを選択して、「ファイル」メ 
ニューの「プロパティ」を開く 


「アクセサリ」4「通信」 
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f QoS パケウトスケシューフ 
H Microsoft ネットワーク用ファイルとブリンタ共有 
1 Microsoft ネクトワ用クライアント 


❿ 


「全般」タブで設定を確認する 

ノ ':ソコンに2台以上のモデムが接続されている場合 
は、「接続方法」欄で「モデムー FOMA S 0706 i 」 
のみにチェックが付いていることを確認し、チェッ 
クが付いていない場合には、チェックを付けます。 
「ダイヤ」レ情報を使う」にチェックが付いていな 
いことを確認します。チェックが付いている場 
合には、チェックを外します。 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


❿ 


「ネットワーク」タブをクリックし 
て、各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄 
は 、 「PPP : Windows 95/98/ NT 4/2000, 
Internet 」 を選択します。 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イ 
ンターネットプロトコル（ TCP / IP )」を選択し 
ます。 「 QoS バケットスケジューラ」は設定変 
更ができませんので、そのままにしておいてく 
ださい。 


❿ 「設定」をクリックする 

© すべてのチェックを外し、 「0 K 」 を 
クリックする 


匚 mm < s ) 


\ インストール(沙 ... J アンインストール (LP | \ ブ□パテイ©) J 


伝送制御ブロト ] ル / インタ - ネットブロト ] ル。相互接続されたさまざまな 
ネットワーク間廳言を提供技既定 © ワ仆エリアネットワークブ□卜 
コルです 


J [_ キゃンセル 




操作14の画面に戻るので rOKJ をクリックする 


□ LCP 抗張を使う (£) 

□V フトウIアによ5驅 S 遲 
□ 単ーリンク格続に村してマルチリンクをネゴシI 一 htS(M) 


[ OK ][ キャンセル ] 


全般^プションセキュリティネットワ-ク識職定 


_d 

jJ 


構成 ( Q )..+ 


匚その他 (N)] 


|ダイヤル情報⑻| 


| [ キャンセル I 


№1 


0| x | 


漱 I オプションセキュリティネットワ-ウ§ 


接続方法 a>: 


□ 4 モデム - FOMA SO 705 i(C 0 M 6 ) 


0 すぺて®テ V 彳イスで同じ番号を呼 U 出す (U 
電話番号 

市外局番 (£): 罨話番号 (£): _ 




✓ I [* 99辦3 # 


国番号/地域番号(印： 


□ ダイヤル惜報を使う⑤ 

0掊続時(こ通知領域にアイコンを表示する碰 


漱 I ォブション II セキュリティ「トワ - ク {§ 

呼 U 出 t タイヤルアップサ - パーの種類 ®: 


こ①接続は〉欠 ® 項目を使用しま t (Q): 


i.—lc 

□Ban 
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[Windows 2000でダイヤルアップの設定を行う 


「スタート」—「プログラム」—「アクセサリ」 
クとダイヤルアップ接続」の順に開く 


「通信」—「ネットワー 


❷ 


ネットワークとダイヤルアップ接 
続内の「新しい接続の作成」をダ 
ブルクリックする 




J アドレス® ネットワ-クとタイヤル] 


ファイル® 編集 (D 表示⑻お気に入り⑻ツづ KD 詳紬設定(出ヘルプ (b) 


?らフォル 

レアップ接続 


ルタ0履歴|陧屯） 


H) | 1：：：：U 


ミ 


洗り 続猜 


1 fl 

FW すア 


© 「所在地情報」画面が表示された場合は、「市外局番」を入力し、 「0 K 」 を 
クリックする 

「所在地情報」画面は操作2で「新しい接続の作成」をはじめて起動したときのみ表示されます。 

2回目以降は、この画面は表示されず、「ネットワークの接続ウィザード」画面が表示されるので、 
操作5に進んでください。 

〇 「電話とモデムのオプション」画面が表示されてから、 「0 K 」 をクリック 
する 

@ |■ネットワークの接続ウィザード」画面が表示されてから、「次へ」をク 
リックする 

© 「インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

© 「インターネット接続を手動で設定するか、または□一カルエリアネット 
ワーク （ LAN ) を使って接続します」を選択し、「次へ」をクリックする 

© 「電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択し、「次 
へ」をクリックする 

0 「インターネットへの接続に使う 
モデムを選択する」欄が 、 「FOMA 
S 0706 U になっていることを確 
認し、「次へ」をクリックする 

rFOMA S 0706 U になっていない場合は、 
rFOMA S 0706 U を選択します。 

rFOMA SO 706 i 」 以外のモデムがインストー 
ルされていない場合は、この画面は表示されま 
せん。 


© 「電話番号」欄に接続先の番号を入 
力し、「詳細設定」をクリックする 

「市外局番とダイヤ)レ情報を使う」のチェックを 
外してください。 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 
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© 「接続」タブの中を画面例のように 
設定し、「アドレス」タブをクリツ 
クする 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合は、「接続の種類」、「ログオンの手 
続き」については、インターネツトサービスプ 
□バイダまたはネットワーク管理者から指定さ 
れたとおり設定します。 



© 「アドレス」タブの IP アドレスおよ 
び DNS ( ドメインネームサービス） 
アドレスを画面例のように設定 
し、 roK 」 をクリックする 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合、 「 IP アドレス」、 「 ISP による DNS 
( ドメインネームサービス）アドレスの自動割り 
当て」については、インターネットサービスプ 
□バイダまたはネットワーク管理者から指定さ 
れたとおり設定します。 



❿ 

❿ 


操作10の画面に戻るので、「次へ」 
「次へ」をクリックする 

mopera U または mopera の場合は、ユーザー 
名_パスワードについては空欄のままでも接続 
でぎます。 

mopera U または mopera 以外のプ□バイダに 
接続する場合、右の画面のように「ユーザー名」、 
「パスワード」欄については、インターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者 
から指定されたとおり設定します。 


をクリックする 



© 「接続名」欄に任意の名前を入力 
し、「次へ」をクリックする 
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いいえ」を選択し、「次へ」をクリックする 

❿ 「完了」をクリックする 

© 作成したダイヤルアップのアイコ 
ンを選択し、「ファイル」メニュー 
の「プロパティ」を開く 


❿ 




「設定」をクリックする 



「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台以上モデムが接続されている場 
合は、「接続の方法」欄で「モデムー FOMA 
SO 706 i 」 のみにチェックが付いていることを 
確認し、チェックが付いていない場合には、 
チェックを付けます。 

「ダイヤ J レ情報を使う」にチェックが付いていな 
いことを確認します。チェックが付いている場 
合には、チェックを外します。 

画面はパケット通信で mopera U へ接続する場 
合の例です。 


全般|オブシ ョン丨 セキュリティ 丨ネッ トワべ 丨 共有| 
接続の方法®: 


□ モデム -FOMA SO705KCOM6) 


r 寸ベてのデバイスで•同じ番号を呼 y 出す (s) 

n 梅成ぬ)... ■ 


ユ j 上 j 


JLl 


「FOMA SO 706 i の電話番号—— 
市外局番_電話番号(& 


rl |*99***3# 
国番号/地域番号 (ux 


その他 (N) 


' タイヤル情報を使う@ 


タイヤル惜報 


17接続時にタスクバ'-にアイコンを表 S する⑽ 


© 「ネットワーク」タブをクリックし 
て各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄 
は 、 「PPP : Windows 95/98/ NT 4/2000, 
Internet 」 を選択します。 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル 
( TCP / IP )」のみをチェックします。 




全股丨オプション I セキ: L リティネットワ-ク|共有| 
呼 U 出すタイヤルア Sf ブサづ卜の種類©: 


設定迄） 


チ1叻ボックスがオンけよってい 5] ンポ-ネントはこの接続で•使われま t(Q): 


□ T Net B E UI ブ□トコル_ 

□ J 9 Microsoft ネットワーク用ファイルとブリンタ共有 

□ Microsoft ネットワ-ク用クライアント 


ーインスト'-ル (P …一 


則除 (u) 


_ブ□パティ (E) _ 


辯 1 ®麟溫!、卜®®微離 
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© すべてのチェックを外し、 roK 」 を 
クリックする 



@操作20の画面に戻るので rOKJ をクリックする 

|ダイヤルアップ接続を実行する 

ここでは、設定したダイヤルアップを使って、バケット通信のダイヤルアップ接続をする方法につい 
て説明しています。 

<例： Windows XP の場合> 


❶ 

❷ 

❸ 


F 0 MA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）で F 0 MA 端末と 
パソコンを接続する 

「取り付け方法」 — P .7 

「スタート」—「すべてのプログラム」 — 「アクセサリ」 — 「通信」— 
「ネットワーク接続」を開く 


接続先を開く 

P .39 の操作7で設定した ISP 名のダイヤルアツ 
プの接続先アイコンを選択して、「ネツトワーク 
タスク」 — 「この接続を開始する」を選択する 
か、接続先のアイコンをダブルクリックします。 


フ W ル <£) 編集⑤表示⑽ b ' mzKW ツ-ル ® i 瀬疏⑽へルブ㈣ 

〇て ： Q - 検索 フォ M 圆- 

アドレス® ネ，トワ-嫌続 0 移動 

■ gi 新しい招続を作成 t る 

Q ホーム/小規棋オフイスのネット 
* ワーウをセクトアップする 

，溶严纖 

蟓この接続を聞姶する 
_この接続の名前を変更する 
^ この接続を削除する 
g| こ①接続①設定を変更する 

^^1 am 


〇 内容を確認し、「ダイヤル」をク 
リックする 

右の画面は mopera U に接続する場合の例で 
す 。 mopera U または mopera の場合は、ユー 
ザー名 • パスワードについては空欄のままでも 
接続できます。 



<接続中の状態を示す画面が表示されます> 

この間にユーザー名、パスワードの確認など 
のログオン処理が行われます。 
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< 接続の完了 > 

接続が完了すると、デスクトップ右下のタス 
クバーのインジケータから、右の画面のよう 
なメッセージが数秒間表示されます （0 S に 
よっては接続完了画面が表示される場合が 
あります。 「0 K 」 をクリックしてください)。 

ブラウザソフトを起動してサイトやイン 
ターネットホームページを閲覧したり、電子 
メールなどを利用できます。 

右の画面のようなメッセージが表示されな 
い場合は、「ダイヤルアップネットワークの 
設定」 （ P .29)、 「ダイヤルアップの設定を行 
う」 （ P .36) を再度確認してください。 

通信状態については、 P .25 を参照してくだ 
さい。 

I 切断のしかた 

インターネットブラウザを終了しただけでは、通信回線が切断されない場合があります。以下の操作 
で確実に切断してください。ここでは Windows XP を例に説明します。 

〇 タスクトレイのダイヤルアップア --IJ 

イコンをクリックする 

インターネット接続の状態画面が表示されま .、、 


Windows Vista の場合 

「©」 — 「接続先」の順に開く 
接続しているダイヤルアップを選択します。 

❷ 「切断」をクリックする 


おしらせ 


[籲パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場合があります。 
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AT コマン 



| j = OMA 端末か 5 使用できる AT コマンド 

• AT コマンドー覧では、以下の略を使用しています。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定が初期化されるコマンドです。 

[& W ] : AT & W コマンドで設定が保存されるコマンドです。 ATZ コマンドで設定値を呼び戻すこ 
とができます。 

•外部機器から発信 • AT コマンド発信を行った場合、 A モード/デュアルモードのときは A ナンパー 
で、 B モードのときは B ナンバーで発信します。 

|^ E デムポートコマンドー覧 


FOMA SO 706 i (モデム）で使用できるコマンドです。 


AT コマンド 

概要 


パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

A/ 

直前に実行したコマンドを 

- 


A/ 


再実行します。またキヤ 

U ツジリターンは不要で 
す。 



0K 

AT 

- 

本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付 

AT 



加することで、 F0MA 端末のモデム機能を制 
御することがでぎます。 

※ AT のみ入力した場合でも 0K が応答され 

0K 



ます。 



AT%V 

F0MA 端末のパージョンを 

- 


AT%V 


表爪します0 



Verl.OO 

OK 

AT&C/7 

□TE への回路 C □信号の動作 

n=0 : 

CD は常に 0N 

AT&C1 


条件を選択します。 

n— 1: 

CD は相手モデムのキヤリアに応じ 

OK 

[&F] [&W] 



て変化する（初期値） 


AT&D/7 

DTE から受け取る回路 ER 

/7=0 : 

ER の状態を無視する（常に 0N とみ 

AT&D1 


信号が ON/OFF 遷移した 


なす） 

OK 


ときの動作を選択します。 

n— 1: 

ER が 0N から OFF に変わると、才 
ンラインコマンド状態になる 




/7=2 : 

ER が 0N から OFF に変わると回線を 
切断し、オフラインコマンド状態にな 


[&F] [&W] 



る（初期値） 


AT&E/? 

接続時の速度表示の仕様を 

/7=0 : 

無線区間通信速度を表示する 

AT&EO 


選択します。 

n= 1: 

DTE シリアル通信速度を表示する 

OK 

[&F] [&W] 



(初期値) 


AT&F/7 

すべてのレジスタを工場出 

/7=0 のみ指定可能（省略可） 

(オフラインモード時） 


荷時の設定値に戻します。 



AT&F 


通信中に本コマンドが入力 



OK 


された場合、回線切断処理 



AT&F? 


を行います。 



ERROR 

AT&F=? 

ERROR 

(オンラインコマンドモード時） 

AT&F 

NO CARRIER 
(オフラインモードへ移行） 

AT&S/7 

DTE へ出力するデータセツ 

n=0 : 

DR は常に 0N (初期値) 

AT&SO 


トレディ信号の制御を設定 

n— 1: 

DR は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[&F] [&W] 

します。 


0N 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 コマンド実行例 

AT & W /7 

現在の設定値を記憶しま 
す。 

/?=◦ のみ指定可能（省略可） 

AT & W 0 

0 K 

AT&W 

0 K 

AT & W ? 

ERROR 

AT&W = ? 

ERROR 

AT * DANTE 

FOMA 端末の電波の受信レ 
ベルを表示します。 

0： FOMA 端末の電波の受信レベルが圏外と 
表示される状態 

1: FOMA 端末の電波の受信レベルが◦本 
または1本の状態 

2： FOMA 端末の電波の受信レベルが2本の 
状態 

3： FOMA 端末の電波の受信レベルが3本の 
状態 

AT * DANTE 

* DANTE :3 

OK 

AT * DANTE = ? 

* DANTE :(0-3) 

OK 

AT * DGANSM =/7 

パケット着信呼に対する着 
信拒否/許可設定のモード 
を設定します。本コマンド 
による設定は、設定コマン 
ド入力後のバケット通信着 
信呼に対し有効となりま 
す。 

/7=0 :着信拒否設定 （AT * DGARL ) および着 
信許可設定 (AT * DGAPL ) を無効にす 
る(初期値) 

バ=1:着信拒否設定を有効にする 
/?=2 :着信許可設定を有効にする 

AT * DGANSM ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGANSM =0 

OK 

AT * DGANSM ? 

* DGANSM :0 

OK 

AT * DGAPL =/7[, cid ] 

バケット着信呼に対して着 
信許可を行う APN を設定 
します。 APN の設定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cid > パラ 
メータを用います。 

/7=0 : < cid > で定義された APN を着信許 
可リストに追加する 

/?=1: < cid > で定義された APN を着信許 
可リストから削除する 
< cid > が省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGAPL ? 

:着信許可リストを表示する 

AT * DGAPL =0,1 

OK 

AT * DGAPL ? 

* DGAPL :1 

OK 

AT * DGAPL =1 

OK 

AT * DGAPL ? 

OK 

AT * DGARL =/7[, cid ] 

パケット着信呼に対して着 
信拒否を行う APN を設定 
します。 APN 設定は、 
+CGDCONT 
で定義された < cid > パラ 
メータを用います。 

/7=0 : < cid > で定義された APN を着信拒 
否リストに追加する 

/?=1: < cid > で定義された APN を着信拒 
否リストから削除する 
< cid > が省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGARL ? 

:着信拒否リストを表示する 

AT * DGARL =0,1 

OK 

AT * DGARL ? 

* DGARL :1 

OK 

AT * DGARL =1 

OK 

AT * DGARL ? 

OK 

AT * DGPIR =/7 

本コマンドの設定は、パ 
ケット通信の発信時、着信 
時の通知 • 非通知設定が有 
効となります。 
ダイヤルアップネットワ_ 
クでの設定でも、接続先の 
番号に186 (通知）/184 
(非通知）を付けることがで 
きます （ P .35)。 

/7=0 : APN をそのまま使用する（初期値） 
/7=1: APN に“184” を付加して使用す 
る（常に非通知） 

/?=2 : APN に“186” を付加して使用す 
る（常に通知） 

AT * DGPIR ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGPIR =0 

OK 

AT * DGPIR ? 

* DGPIR :0 

OK 

AT*DRPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します。 


AT*DRPW 

* DRPW :0 

OK 

AT * DRPW =? 

* DRPW :(0-75) 

OK 

AT+CAOC 

現在の課金値の問い合わせ 
を行います。 


AT+CAOC 
+ CA 0 C :"000014" 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 

リザルト： + CBC :< bcs >,< bcl > 

AT+CBC 


7J\UcS 9 〇 

bcs : 

+ CBC :0,70 



0:電池パックから電源が供給されている 

0 K 



1:電池パックから電源が供給されていない 

AT + CBC ? 



2 : FOMA 端末に電池パックが接続されて 

ERROR 



いない 

AT + CBC =? 



3 :電源供給エラーにより FOMA 端末から 

+ CBC :(0-3),(0-100) 



の発信不可 

OK 



bcl : 




0 :電池残量なし、または電池パック未接続 




1〜100 :電池残量あり 


AT+CBST 

利用するベアラサービスを 

書式： AT + CBST =</7>, 1,0 

AT + CBST =134,1,0 


切り替えます。 

/?=116: 64,000 bps (bit transparent ) 

OK 



(初期値） 

AT + CBST ? 



/7=134 ： 64,000 bps ( multimedia ) 

+ CBST : 134,1，〇 

OK 

AT + CBST =? 
+ CBST :(1 16,13 4), 
(1).(0) 

[& F ] [& W ] 



OK 

AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

リザルト： + CEER : く report 〉 

AT+CEER 


します。 

report :切断理由一覧 （ P .59) 

+ CEER :36 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 
( APN ) を設定します。 

P .56 

P .56 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時 
にネットワーク側から通知 
される QoS (サービス品質） 
を許容するかどうかの判定 
基準値を登録します。 

P .56 

P .56 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信 
時にネットワークへ要求す 
る QoS (サービス品質）を 

P .57 

P .57 


設定します。 



AT+CGMR 

FOMA 端末のパージョンを 

- 

AT+CGMR 


しよ9 〇 


12345 XXXXXXXXXXX 
OK 

AT + CGREG =/7 

ネットワーク登録状態を通 

/7=0 :通知なし（初期値） 

AT + CGREG =1 


知するかどうかを設定しま 

/7=1:通知あり 

OK (通知ありに設定） 


す0 

圏内 • 圏外が切り替わったときに通 

AT + CGREG ? 


応答される通知により圏内 

知する 

+ CGREG : 1,0 


/圏外を表示します。 

AT + CGREG ? 

OK 



:現在の設定値を表示する 

AT + CGREG =? 



+ CGREG ：</7>,< stat > 

+ CGREG : (0,1) 



n :設定値 

OK 



stat : 

(圏外) 



0:パケット圏外 




1:パケット圏内 

(圏外から圏内に移動 



4 :不明 

した場合） 

[& F ] [& W ] 


5:パケット圏内 

+ CGREG :! 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


7J\UcS 9 〇 


1 2345 XXXXXXXXXXX 
0 K 

AT + CLIP =/7 

64 K データ通信の着信時 

/7=0 :リザルトを出さない(初期値） 

AT + CLIP =0 


に、相手の発信番号をパソ 
コンに表示できます。 

/7=1:リザルトを出す 

0 K 



AT + CLIP ? 

AT + CLIP =? 



:現在の設定値を表示する 

+ CLIP :(0,1) 



+ CLIP ：/7,/77 

/77=0：発信時に相手に番号を通知しない 

OK 



NW 設定 

(+ CUP =1 設定時に着 



/77=1:発信時に相手に番号を通知する NW 

信） 



設定 

RING 



777=2 :不明 

+ CLIP : 

"090 XXXXXXXX ", 1 77," 

[& F ] [& W ] 



123", 136 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIR =/7 

64 K データ通信の発信時 
に、電話番号を相手に通知 
するかどうかを設定しま 
す。 

/7=0 : CLIR サービスの契約に従う 
/7=1:通話相手に番号発信しない 
/7=2 :通話相手に番号発信する（初期値） 

AT + CLIR ? 

:現在の設定値を表示する 
+ CLIR ：/7,/77 

/77=0： CLIR は起動していない（常時通知） 
777= 1: CLIR は起動している（常時非通知） 
/77=2 :不明 

777=3 : CLIR テンポラリーモード(非通知デ 
フオルト） 

777=4 : CLIR テンポラリーモード（通知デ 
フオルト） 

AT + CLIR =0 

OK 

AT + CLIR ? 

+ CLIR :0,1 

OK 

AT + CLIR =? 

+ CLlR :(0-2) 

OK 

AT + CMEE =/7 

[& F ] [& W ] 

FOMA 端末のエラーレポー 
卜の有無の設定を行いま 
す。 

/?=◦: ERROR リザルトを用いる（初期値） 
n = 1: +CME ERROR :< e 「「> リザルト 
コードを使用し、 < e 「「> は数値を用 
し、る 

/7=2 : +CME ERROR :< e 「「> リザルト 
コードを使用し、 < e 「「> は文字を用 
いる 

AT + CMEE ? :現在の設定値を表示する 
右記は FOMA 端末や接続に異常がある場 
合のコマンドの実行例です。 

+CME ERROR リザノレトコードは下言己の 
とおりです。 

1 : no connection to phone 

10 : SIM not inserted 

15: SIM wrong 

16: incorrect password 

100 : unknown 

AT + CMEE =0 

OK 

AT+CNUM 

ERROR 

AT + CMEE =1 

OK 

AT+CNUM 
+CME ERROR : 10 
AT + CMEE =2 

OK 

AT+CNUM 
+CME ERR 0 R:SIM 
not inserted 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表 

リザルト： + CNUM : ，く number 〉 ，く type 〉 
number :電話番号 
type : 129 または 145 

129 :国際アクセスコード+を含まない 
145 :国際アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 

+ CNUM :,"+8190 XX 

XXXXXXM 45 

OK 

AT+COPS 

接続する通信事業者を選択 
します。 

書式： AT + COPS =< mode >,2,< oper > 

mode =0 :才一卜（自動的にネットワーク 
を検索して通信事業者を切り替 
える） 

mode = l :マニュアル（く ope 「> に指定さ 
れた通信事業者に接続する） 
mode =2 :通信事業者との接続を解除（切 
断）する 

mode =3 :マッピングを行わない 
mode =4 :マニュアルオート（く ope 「> に 
指定された通信事業者に接続で 
きなかった場合に「オート」の 
処理を行う） 

< ope 「> は国番号 （ MCC ) とネットワーク 
番号 （ MNC ) からなる16進数の値で示す。 
書式は以下のとおりです。 

Digit 1 of MCC ••• octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC … octet 1 bits 5 to 8. 

Digit 3 of MCC … octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC … octet 2 bits 5 to 8. 

Digit 2 of MNC … octet 3 bits 5 to 8. 

AT + C 0 PS =0 

OK 

AT + COPS ? 

+ C 0 PS :0 

OK 

AT + C 0 PS =? 
+ C 0 PS :(2,„"44 F 00 
1"),(3,„"44 F 002")„( 
0,1),(2) 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号が 

リザルト： + CPAS :< pas > 

AT+CPAS 


使用できるかどうかを表示 


+ CPAS : 〇 


します。 

pas : 

0 K 



0 : F 0 MA 1 末への制御信号の送受信が可能 

AT + CPAS ? 



1: FOMA 端末への制御信号の送受信が不 

ERROR 



可能 

AT + CPAS =? 



2 :不明(制御信号の送受信は保証されない） 

3 : FOMA 端末への制御信号の送受信が可 

+ CPAS :(0-4) 



能、かつ着信中 




4 : FOMA 端末への制御信号の送受信が可 




能、かつ通信中 


AT+CPIN 

FOMA 端末に PIN コードを 

書式： AT + CPIN ="< pin >","< newpin >" 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 


入力します。 

本コマンドは AT + CPIN ? を入力して 

READY が応答される状態） 



応答されるリザルトコードの状態に 

AT + CPIN ="1234" 



よって FOMA 端末の PIN 1コード、 
PIN 2 コードおよび PIN □ック解除 

ERROR 



コードを入力するためのコマンドで 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



す0 

READY が応答される状態） 



画面にて PIN コード入力や PIN □ック 

AT + CPIN 二"1234567 8", 



解除コードを要求されている場合で 

"1234" 



も、 AT + CPIN ? 入力時のリザルトコー 

ERROR 



ドの状態によって本コマンドを利用 
して PIN 入力ができない場合がありま 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



す。 PIN コード変更を目的として本コマ 

SIM PIN が応答される状態） 



ンドを使用しないでください。く pin 〉 と 

AT + CPIN ="1234" 



< newpin > は”"で囲んでください。 

OK 



AT + CPIN ? の U ザルト 




+CPIN : READY : PIN 1 コード、 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



PIN 2 コード、 PIN 1 ロック解除コー 

SIM PUK が応答される状態 



ド、 PIN 2 ロック解除コードが入力 

: PIN 1 ロック状態） 



できない状態 

AT + CPIN ="1 234567 8", 



+CPIN : SIM PIN : PIN 1 入力待ち 

"1234" 



状態 

+CPIN : SIM PIN 2: PIN 2 入力待ち 

OK 



状態 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



+CPIN : SIM PUK ： PIN 1 ロック状 

SIM PUK 2 が応答される状 



態 （ PIN 1 ロック解除コード入力可） 

態: PIN 2 ロック状態） 



+CPIN : SIM PUK 2 : PIN 2 ロック 

AT + CPIN ="1 234567 8", 



状態 （ PIN 2 ロック解除コード入力 

"1234" 



可） 

右記は PIN コード「1234 」、 PIN 

OK 



ロック解除コード「12345678」 

AT + CPIN ? 



の入力例です。 

+ CPIN:READY 




OK 




AT + CPiN =? 

OK 

AT + CR =/7 

回線接続時に CONNECT の 

/7=0 :表示しない（初期値） 

AT+CR =1 


リザルトコードを表示する 

n — 1:表示する 

OK 


前に、ベアラサービス種別 

< serv > :バケット通信を意味する 

ATD * 99 * * * 1# 


を表示します。 

" GPRS ” のみ表示する 

+CR : GPRS 



(回線種別により “ SYNC ” ， 
" AV 64 K " を表示） 

CONNECT 



AT + CR ? 


[& F ] [& W ] 


:現在の設定値を表示する 


AT + CRC =/7 

着信時に拡張リザルトコー 

/7=0 : + CRING を使用しない（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどうかを設 

n - 1 : +CRING .く type > を使用する 

OK 


定します。 

+ CRING の書式は以下のとおり 

AT + CRC ? 



+CRING : SYNC 

+CRC : 0 



+CRING : AV 64 K 

OK 



: GPRS " PPP " “< APN >” 

(PPPoverUD 着信時） 



AT + CRC ? 

+CRING : SYNC 



:現在の設定値を表示する 

( AV 64 K 着信時） 
+CRING : AV 64 K 
( PPP バケット着信時） 

+ CRING : GPRS 




" PPP ” "， 

[& F ] [& W ] 



XAPN >" 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CREG =/7 

[& F ] [& W ] 

圏内 • 圏外情報の表示に関 
するリザルト表示の有無を 
設定します。 

•0 S によっては設定でき 
ない場合があります。 

/7=0 :通知なし（初期値） 

/7=1:通知あり 

圏内 • 圏外が切り替わったときに通 
知する 

AT + CREG ? 

:現在の設定値を表示する 
+CREG : </7>,< stat > 
n '■ 設定値 
stat : 

0 :音声圏外 

1:音声圏内 

4 :不明 

5 :音声圏内 

AT + CREG =1 

OK 

(通知ありに設定） 

AT + CREG ? 

+CREG :1,0 

0 K 

(圏外） 

(圏外から圏内に移動 
した場合） 

+CREG :1 

AT+CUSD 

[& F ] [& W ] 

付加サービス等に関し、 
ネットワークの設定を変 
更、設定内容の問い合わせ 
を行います。 

書式： AT + CUSD =< n >,"< str >"[,0] 

/7=0 :中間リザルト 

< m >[< str >,< dcs >] を送出しな 
い（初期値） 

/7=1:中間リザルト 

< m >[< str >,< dcs >] を送出する 

中間 U ザルト： 

/77= u :習又!^兀 _f 

/77= 1:ネットワークから情報要求あり 0 

str : ◦〜9、#、 * のみ使用可能。 

く st 「> は""で囲む 

AT + CUSD =0, 

" xxxxxxxxx " 

OK 

AT + CUSD =1,"*148 
* 1 * 0000#", 0 
+ CUSD :0,"148*7#",0 
OK 

AT + CUSD ? 

+ CUSD : 〇 

OK 

AT+CUSD =? 
+ CUSD :(0,1) 

OK 

AT + FCLASS =/7 
[& F ] [& W ] 

FOMA 端末がサボートする 
通信種別を設定します。 

n =0 :データのみサボート（初期値） 

AT + FCLASS =0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンド 
のサボート範囲を表示しま 
す。 

リザルト： + GCAP : く area 〉 ，く area 〉 ，く area 〉 
area : 

+CGSM : GSM コマンドの一部またはす 
ベてがサボートされている 
+FCLASS : + FCLASS コマンドがサボー 
卜されている 

+W : + W コマンドがサボートされて 

いる 

AT+GCAP 
+ GCAP :+ CGSM,+F 
CLASS,+W 

OK 

AT+GMI 

メーカ名を表示します。 


AT+GMI 

SEMC Japan , Inc . 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 
(FOMA SO 7 O 60 を表示 
します。 


AT+GMM 

FOMA S 0706 i 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを 
is <7 J \ しよ 9 〇 


AT+GMR 

Verl .00 

OK 

AT + IFC =/7,/77 

[& F ] [& W ] 

フロー制御方式を選択しま 
す。 

n : DCE by DTE 
m : DTE by DCE 

0 :フロ_制御なし 

1: XON / XOFF フ□—制御 

2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フロー制御 
初期値は/ 7/77 =2,2 

AT + IFC ? :現在の設定値を表示する 

AT + IFC =2,2 

OK 

AT + IFC ? 

+IFC : 2,2 

OK 

AT + IFC =? 

+ IFC ： (0,1,2) ,(0,1,2) 

OK 

AT + WS 46 

FOMA 端末の無線通信モー 
ドを表示します。 

12 : GSM / GPRS 固定モード 

22 : IMT 固定モード 

25 : Auto モード 

AT + WS 46? 

25 

OK 


52 

















AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 

- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 


El Q 0 VI X 4 & C 1 


表爪します0 


& D 2 & S 0& E 1 ¥ V 0 
S 000=000 

S ◦〇 2=043 

S 〇〇 3=013 
S 004=010 
S 005=008 

S 〇〇 6=0 〇 5 

S 〇〇7=〇60 

S 〇〇8=〇03 

SO 10=001 
S 030=000 

SI 03=001 

SI 04=001 

OK 

AT ¥ V /7 

接続時の応答コード仕様を 

n = Q : 拡張リザルトコードを使用しない 

AT ¥ V 0 


選択します。 

(初期値) 

OK 

[& F ] [& W ] 


/7=1:拡張リザルトコードを使用する 


ATA 

FOMA 端末が着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 


ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

ATD * 99 * * * < cid ># :パケット通信 

<パケツト通信 > 


メータ、ダイヤルパラメー 

< cid > 1〜10 : + CGDC 0 NT 設定した 

ATD * 99 * * * 1# 


夕の指定に従って自動発信 

APN を表す 

CONNECT 


処理を行います。 

AT + CBST =1 16,1,◦設定時 

<64 K 通信 > 



ATD < 電話番号> : 64 K 通信 

AT + CBST =1 16,1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 



AT+C 巳 ST =134,1, ◦設定時 

< AV 64 K 通信 > 



ATD < 電話番号> : AV 64 K 通信 

AT + CBST =134,1,0 

OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 

ATE /7 

コマンドモードにおいて 

n =0 :エコーバックなし 

ATE 1 


DTE に対するエコーパック 

n = 1:エコーバックあり（初期値） 

OK 

[& F ] [& W ] 

の有無を指定します。 



ATH /7 

FOMA 端末に対してオン 

/7=0 :回線を切断する（省略可） 

(バケツト通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 

OK 

ATH 

NO CARRIER 

ATI " 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示する 

ATIO 



/7=1:製品名を表示する （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



/?=2 : FOMA 端末のパージョンを表示す 

OK 



る （+ GMR と同じ） 

ATM 



/?= 3 : ACMP 信号の各要素を表示する 

FOMA S 0706 i 



/?=4： FOMA 端末の有する通信機能の詳 

OK 



細を表示する 


ATO /7 

通信中にオンラインコマン 

/?=◦: オンラインコマンドモードからオン 

ATO 


ドモードから、オンライン 

ラインデータモードに戻す(省略可） 

CONNECT 


データモードに戻ります。 



ATQ /7 

DTE へのリザルトコードを 

/7=0 :リザルトコードを表示する(初期値） 

ATQO 


表示するかどうか設定しま 

/7=1:リザルトコードを表示しない 

OK 


す。 


ATQ 1 

(このとき、 OK は応答 

[& F ] [& W ] 



されません） 

ATS 0=/7 

FOMA 端末が自動着信する 

/7=0 :自動着信しない（初期値） 

ATS 〇=〇 


までの呼び出し回数を設定 

/?= 1-255 :指定したリング回数で自動着 

OK 


します。 

信する 

ATSO ? 



ATS 0? :現在の設定値を表示する 

000 

[& F ] [& W ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 2=/7 

エスケープキャラクタの設 

/7=43 

:初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

/?=127 :エスケープ処理は無効 

0 K 



ATS 2? 

:現在の設定値を表示する 

ATS 2? 

043 

[& F ] 




OK 

ATS 3=/7 

キャリッジリターン （ CR ) 

/7=13 

:初期値 （/?= 13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 

ATS 3? 

:現在の設定値を表示する 

OK 


す。 



ATS 3? 

013 

im 




OK 

ATS 4=/7 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n — 10 

:初期値（バ=10のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? 

:現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 4? 

010 

im 




OK 

ATS 5=/7 

バックスペース ( BS ) キャ 

n=Q 

:初期値 （/?= 8のみ指定可） 

ATS 5=8 


ラクタの設定を行います。 

ATS 5? 

:現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 5? 

008 

C & F ] 




OK 

ATS 6=/7 

ダイヤルするまでのポーズ 

本コマンドは設定できますが、動作はいたし 

ATS 6=5 


時間（秒）を設定します。 

ません。 


OK 

ATS 6? 

005 

OK 

ATS 6 = ? 

C & F ] 




ERROR 

ATS 8=/7 

カンマダイヤルによるポー 

本コマンドは設定できますが、動作はいたし 

ATS 8=3 


ズ時間（秒）を設定します。 

ません。 


OK 

ATS 8? 

003 

OK 

ATS 8 = ? 

闕 




ERROR 

ATS 10=/7 

自動切断遅延時間設定 

本コマンドは設定できますが、動作はいたし 

ATS 10=1 


(1/10 秒） 

ません。 


OK 

ATS 10? 

001 

OK 

ATS 10 = ? 

[& F ][& W ] 




ERROR 

ATS 30=/7 

ユーザ データの送受信がな 

/7=0 : 

不活動タイマオフ（初期値） 

ATS 30=0 


い場合、この時間で切断し 

/7=0 〜 

•255 

OK 


ます。 

/7は分単位で設定します。 






ATS 30? 

000 

OK 





ATS 30=? 

[& F ] 




ERROR 

ATS 103=/? 

着サブアドレスキャラクタ 

/7=0 : 

氺 

ATS 103=0 


を設定します。 

n = 1: 

/ (初期値） 

OK 



/7=2 : 

¥ (¥ マークあるいはパックスラッ 
シュ） 

ATS 103? 

000 

OK 





ATS 1 03=? 

C & F ] 




ERROR 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

ATS 104=/7 

発サブアドレスキャラクタ 
を設定します。 

/7=0 ： # 

n = 1 :% (初期値） 
n — 2 i & 

ATS 104=0 

0K 

ATS 104? 

000 

OK 

[&F] 



ATS 104=? 

ERROR 

ATV/7 

[&F] [&W] 

すべてのリザルトコードを 
数字表記または英文字表記 
に設定します。 

；?=◦: リザルトコードを数値で返送する 
/7=1 :リザルトコードを文字で返送する 
(初期値) 

ATV1 

OK 

ATX/7 

[&F] [&W] 

接続時の CONNECT 表示に 
速度表示の有無を設定しま 
す0 

また、ビジ_卜_ン、ダイ 
ヤルトーンの検出を行いま 
す。 

/?=◦: ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1 -ーン検出なし、速度表示なし 
/7=1 :ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1 ン検出なし、速度表示あり 
/?=2 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー 

1 -ーン検出なし、速度表示あり 
n =3 :ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1 ン検出あり、速度表示あり 
n =4 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー 

1 ン検出あり、速度表示あり 
(初期値) 

ATX1 

OK 

ATZ 

設定を不揮発メモリの内容 
にリセットします。 

通信中に本コマンドが入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 


(オンラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

NO CARRIER 
(オフラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

0K 

+++ 

オンライン データ モードの 
とき、エスケープシ_ケン 
スが実行されると回線を切 
断することなくオンライン 
コマンド状態に移ります。 


(オンライン データ モード） 
+++ (表爪は見えない） 
0K 
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鲁 AT コマンドの補足説明 

■動作しないコマンド 

以下のコマンドは、エラーにはなりませんがコマンドの動作はしません。 

_ ATT ( 卜ーン設定） 

• ATP (パルス設定） 

■コマンド名： +CGDCONT 
• 概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリ 
セットも行われません。 

. 蚩式 

+ CGDCONT =[ < cid >[ ,"< PDP _ type >"[ ,"< APN >"]]] 

• パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は以下のコマンド実行例を参照してください。 

< cid >^ 1 ：1〜1〇 
< PDP _ type >※ 2 : PPP または IP 
< APNS >※3: 任意 

:< cid > は、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は1〜1◦が登録できます。く cid >= l には mopera . ne . jp が、く cid >=3 には mQpera . net が初期値として 
登録されていますので、 cid は2または4〜1 ◦ に設定します。 

※2 :< PDP _ type > は、接続方式です。 FOMA 端末は PPP または IP を指定できます。 < cid >= l には PPP が、 
< cid >=3 には IP が初期値として登録されています。 

※巳 ：< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGDC 0 NT =： すべての < cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGDCONT =< cid >: 指定された < cid > を初期値に設定します。 

+ CGDC 0 NT =?: 設定可能な値のリスト値を表示します。 

+ CGDC 0 NT ?： 現在の設定を表示します。 

• コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid が2の場合） 

AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," abc " 

OK 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [パラメータ] 

• 概要 

PPP バケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどうかの判定基準 
値を登録します。 

設定パターンは、以下のコマンド実行例に記載されている4パターンが設定できます。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリ 
セットも行われません。 

. 蚩式 

+ CGEQMIN =[< cid >[ ，，く Maximum bitrate UL >[ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ説明 

ぐ加ン※ 1 :1〜1〇 

〈Maximum bitrate UL >※ 2 : なし（初期値）または384 
く Maximum bitrate 〇し〉※ 2 :なし（初期値）または3,648 

※ l :< cid > は、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は1〜1◦が登録できます。く cid >= l には mopera . ne . jp が、く cid >=3 には mopera . net が初期値として 
登録されていますので、 cid は2または4〜1 ◦ に設定します。 

※2 :く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り 
最低通信速度 [ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を許容しますが、384および3,648 
を設定した場合はこれらの値以外での速度の接続は許容しないため、バケット通信がつながらない場合があ 
りますのでご注意ください。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQMIN = :すべての < cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGEQMIN =< cid > :指定された < cid > を初期値に設定します。 

+ CGEQMIN =? :設定可能な値のリスト値を表示します。 

+ CGEQMIN ? :現在の設定を表示します。 
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• コマンド実行例 

以下の4パターンのみ設定できます。 （1) の設定が各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid が2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 384 kbps / 下り3,648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid が4の場合） 
AT + CGEQMIN =4„ 384,3648 

OK 

(3) 上り 384 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid が5の場合） 

AT + CGEQMIN =5„384 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り3,648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid が6の場合） 
AT + CGEQMIN =6，，，3648 

OK 

■ コマンド名： +CGEQREQ= [パラメータ] 

• 概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

設定は以下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみで初期値としても設定されています。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリ 
セットも行われません。 

. 蚩式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

• パラメータ説明 

く加〉※：1〜1〇 

※： < cid > は、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末で 
は1〜1◦が登録できます。 

く cid >= l には mQpera . ne . jp が、く cid >=3 には mQpera . net が初期値として登録されていますので、 cid は 
2または4〜1◦に設定します。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ 二：すべての < cid > に対し初期値を設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定された < cid > を初期値に設定します。 

+ CGEQREQ =? :設定可能な値のリスト値を表示します。 

+ CGEQREQ ? :現在の設定を表示します。 

• コマンド実行例 

以下の1パターンのみ設定できます。各 cid に初期値として設定されています。 

上り 384 kbps / 下り3,648 kbps の速度で接続を要求する場合のコマンド （ cid が2の場合） 

AT + CGEQREQ =2 

OK 

モデムポートコマンドの設定値の保存について 

AT + CGDCONT コマンドによる接続先 （ APN ) 設定 （ P .32) 、 AT + CGEQMIN/AT + CGEQREQ コマンドに 
よる QqS 設定 、 AT * DGAPL/AT * DGARL/A 丁* DGANSM コマンドによる着信許可，拒否設定および AT * 
DGPIR コマンドによるバケット通信の番号通知/非通知の設定を除き、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端末の 
電源 OFF / ON 時に初期化されてしまいますので、ご注意ください。なお、 [& W ] が付いているコマンドについて 
は、設定後に 

AT&W H 

と入力することにより保存できます。このとき、 [& W ] が付いている他の設定値も同時に保存されます。これらの 
値は、電源 OFF / ON 後であっても、 

ATZ ffl 

と入力することにより、設定値を呼び戻すことができます。 
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ザルトコー上 


■ データ通信に関するリザルトコード 


数字表示 

文字表 7 IF 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信が来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることができません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1ンの検出ができません。 

フ 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• & E 0 の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

122 

CONNECT 64000 

FOMA 端末一基地局間速度64,000 bps で接続しました。 

125 

CONNECT 384000 

FOMA 端末一基地局間速度384,000 bps で接続しました。 

133 

CONNECT 3648000 

FOMA 端末一基地局間速度3,648, OOCIbps で接続しました。 


• & E 1 の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

5 

CONNECT 1200 

FOMA 端末一 PC 間速度 1,200 bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末一 PC 間速度 2,400 bps で接続しました。 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末一 PC 間速度4, 800 bps で接続しました。 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末一 PC 間速度7,200 bps で接続しました。 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末一 PC 間速度9,600 bps で接続しました。 

15 

CONNECT 14400 

FOMA 端末一 PC 間速度14,400 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末一 PC 間速度19, 200 bps で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末一 PC 間速度38, 400 bps で接続しました。 

18 

CONNECT 5760〇 

FOMA 端末一 PC 間速度57,600 bps で接続しました。 

19 

CONNECT 1 15200 

FOMA 端末一 PC 間速度115,200 bps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末一 PC 間速度230,4 OObps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末一 PC 間速度 46 a 800 bps で接続しました。 


■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

PPPoverUD で接続（巳 C = UDI 、+ CBST =1 16,1,0) 

3 

AV 64 K 

AV (テレビ電話） [64 K ] で接続 

5 

PACKET 

パケットで接続 


おしらせ 


• ATV /7 コマンド （ P .55) が/7二1に設定されている場合には文字表示形式（初期値）、/7=0に設定されている 
場合には数字表示形式でリザルトコードが表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますが、 FOMA 端末一 PC 間は 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）で接続されているため、実際の接続速度と異なります。 
籲 「 RESTRICTION 」 （数字表示：1◦〇)が表示された場合には、通信ネットワークが混雑しています。しばらく 
してから接続し直してください。 


58 















































1^1 ザルトコードの表示例 

■ ATXO が設定されている場合 

AT ¥ V /? コマンド （ P .53) の設定に関係なく接続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1 

■ ATX 1 が設定されている場合 

• ATX 1、 AT ¥ V ◦が設定されている場合（初期値） 

接続完了のときに 、 CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度>の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

• ATX 1 、 AT ¥ V 1 が設定されている場合※ 

接続完了のときに、以下の書式で表示します。 

CONNECT < F 0 MA 端末- PC 間の速度> PACKET <接続先 APN > / <上り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間） 
の最高速度>/<下り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度> 

以下の例は、 mopera . ne . jp に、送信最大 384 kbps 、 受信最大3,648 kbps で接続したことを表します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET mQpera.ne.jp/384/3648 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1 21 5 

※： ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しく行えない場合があります。 AT ¥ V ◦だ 
けでのご利用をおすすめします。 

断理由一覧 


■パケット通信 


値 

理由 

26 

2フ 

APN が存在しないか、もしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要求したサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 

19 

相手側が呼び出し中のため通信ができません。 

21 

相手側が通信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプシヨンが有効ではありません。 

65 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 


59 





















